
 

30



 

は じ め に 

 

 平成１２年度から始まった小中学校の「総合的な学習の時間」に

おいて、川を題材とした学習に取り組む小中学校に対し、岐阜県河

川課及び砂防課では、平成１４年度から支援を行ってきました。 

また、県では、「清流」の恵みに感謝し、「清流」に育まれた、自

然・歴史・伝統・文化・技をふるさとの宝物として、活かし、伝え

るため、平成２５年度に「清流の国ぎふ」の基本理念となる「清流

の国ぎふ憲章」を発表しました。 

この様な背景の下、次の世代を担う子ども達に川への関心や防災

意識を高めてもらうため、川の中に入り、川とふれ合いながら学習

する場を提供するなど、川を題材とした「総合的な学習の時間」へ

の支援に積極的に取り組んできました。 

この冊子は、平成３０年度に各土木事務所でお手伝いをさせてい

ただいた活動事例を紹介させていただくものであり、子ども達の環

境学習、防災教育を進められる方々に参考としていただければ幸い

です。 

 

 

平成３１年３月 

岐阜県県土整備部河川課長  井上 清敬 

  砂防課長   広瀬 隆男 
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水

環
境

砂
防

安
全

前年
継続

6月22日 瑞穂市立牛牧小学校
パックテストを用い、近隣の河川の水
質について学ぶ

○ ○ ○

6月25日 北方町立北方南小学校
生き物と水質の調査を行い、糸貫川の
環境について学ぶ

○ ○ ○

9月28日 北方町立北方小学校
生き物と水質の調査を行い、糸貫川の
環境について学ぶ

○ ○ ○

10月2日 岐阜市立長森南中学校
身近な川に生息する生物を知り、川へ
の興味関心を高めよう

○ ○ ○

10月3日 北方町立北方西小学校
生き物と水質の調査を行い、糸貫川の
環境について学ぶ

○ ○ ○

10月25日 瑞穂市立本田小学校
生き物と水質の調査を行い、糸貫川の
環境について学ぶ

○ ○ ○

5月24日 垂井町立垂井小学校
水生生物を指標にした水質調査
（カワゲラウォッチング）

○ ○ ○ ○

5月31日 垂井町立東小学校
水生生物を指標にした水質調査
（カワゲラウォッチング）

○ ○ ○ ○

6月2日 大垣市立北小学校
「家庭排水の水質調査」
児童の自宅から調べたい水（ジュース
等）を持ち寄り、水質調査を行う

○ ○ ○

6月8日 大垣市立安井小学校
「わがまちの安全～先人の知恵から学
ぶ～」

○ ○

6月19日 海津市立城山小学校
水生生物を指標にした水質調査
（カワゲラウォッチング）

○ ○ ○

9月28日 神戸町立南平野小学校
「川の環境について学ぼう」
ハリヨが住める環境や、家庭からでき
る環境対策を学ぶ

○ ○ ○

10月31日 養老町立上多度小学校 土砂災害と砂防について ○ ○

4月23日 池田町立池田小学校 砂防（土砂災害）について ○ ○ ○

8月27日 県立揖斐特別支援学校 川と環境「川の観察と生き物調査」 ○ ○ ○

5月29日 美濃市立中有知小学校
カワゲラウォッチングを通して長良川
の環境について学ぶ

○ ○ ○

6月12日 関市立博愛小学校
カワゲラウォッチング、パックテスト
を通して武儀川の環境について学ぶ

○ ○ ○

6月25日 美濃市立牧谷小学校
カワゲラウォッチング、パックテスト
を通して板取川の環境について学ぶ

○ ○ ○

6月26日 関市立武儀東小学校
パックテストを通して津保川の環境に
ついて学ぶ

○ ○ ○

7月3日 関市立洞戸小学校
パックテストを通して板取川の環境に
ついて学ぶ

○ ○ ○

7月3日 関市立武儀西小学校
カワゲラウォッチング、パックテスト
を通して津保川の環境について学ぶ

○ ○ ○

9月6日 関市立富野小学校
パックテストを通して小野川の環境に
ついて学ぶ

○ ○

分類
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5月25日 郡上市立吉田小学校
カワゲラウォッチングを通して粥川の
環境について学ぶ

○ ○

6月5日 郡上市立牛道小学校
カワゲラウォッチングを通して牛道川
の環境について学ぶ

○ ○ ○

6月15日 郡上市立大中小学校
カワゲラウォッチングを通して長良川
の環境について学ぶ

○ ○ ○

6月19日 郡上市立大和北小学校
カワゲラウォッチングを通して大間見
川の環境について学ぶ

○

6月21日
郡上市立高鷲小学校
海津市立東江小学校

八百僧谷（長良川合流点）の水生生物
調査

○ ○

11月20日 郡上市立明宝小学校
砂防えん堤の役割と土砂災害に対する
備えについて

○ ○

1月29日 郡上市立和良小学校
砂防えん堤の役割と土砂災害に対する
備えについて

○ ○

6月11日 可児市立広見小学校
「平成22年7月15日に起きた可児川の
災害について」

○ ○ ○ ○

6月13日
6月19日

八百津町立和知小学校
「川にすむ生物や水質を調べて今の石
川の姿を知る」

○ ○ ○

7月2日 県立東濃高等学校 「土砂災害から学ぶ、災害に備える」 ○ ○ ○ ○

10月5日 七宗町立上麻生小学校
「川にすむ生物や水質を調べて今の飯
高川を知る」

○ ○

10月12日 七宗町立神渕小学校
川にすむ生物や水質などを調べて今の
神淵川の姿を知る

○ ○ ○

5月18日 土岐市立肥田小学校
「河川環境を学ぶ」
川の現状や川とのふれあい方を学ぶ

○ ○ ○ ○

5月22日 瑞浪市立瑞浪小学校
「河川環境を学ぶ」
川の現状や川とのふれあい方を学ぶ

○ ○ ○ ○

5月22日 多治見市立南姫小学校
「河川環境を学ぶ」
川の現状や川とのふれあい方を学ぶ

○ ○ ○ ○

5月24日 多治見市立昭和小学校
「河川環境を学ぶ」
川の現状や川とのふれあい方を学ぶ

○ ○ ○ ○

5月29日 多治見市立池田小学校
「河川環境を学ぶ」
川の現状や川とのふれあい方を学ぶ

○ ○ ○

6月5日 多治見市立根本小学校
「河川環境を学ぶ」
川の現状や川とのふれあい方を学ぶ

○ ○ ○ ○

6月5日 土岐市立濃南小学校
「河川環境を学ぶ」
川の現状や川とのふれあい方を学ぶ

○ ○ ○ ○

6月19日 多治見市立市之倉小学校
「河川環境を学ぶ」
川の現状や川とのふれあい方を学ぶ

○ ○ ○ ○

6月26日 多治見市立共栄小学校
「河川環境を学ぶ」
川の現状や川とのふれあい方を学ぶ

○ ○ ○ ○

6月26日 多治見市立養正小学校
「河川環境を学ぶ」
川の現状や川とのふれあい方を学ぶ

○ ○ ○ ○

10月3日 多治見市立南姫小学校
「河川環境を学ぶ」
川の現状や川とのふれあい方を学ぶ

○ ○ ○ ○

10月5日 多治見市立精華小学校
「河川環境を学ぶ」
川の現状や川とのふれあい方を学ぶ

○ ○ ○ ○

10月12日 多治見市立池田小学校
「河川環境を学ぶ」
川の現状や川とのふれあい方を学ぶ

○ ○ ○

可茂
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6月22日 瑞穂市立牛牧小学校
パックテストを用い、近隣の河川の水
質について学ぶ

○ ○ ○

6月25日 北方町立北方南小学校
生き物と水質の調査を行い、糸貫川の
環境について学ぶ

○ ○ ○

9月28日 北方町立北方小学校
生き物と水質の調査を行い、糸貫川の
環境について学ぶ

○ ○ ○

10月2日 岐阜市立長森南中学校
身近な川に生息する生物を知り、川へ
の興味関心を高めよう

○ ○ ○

10月3日 北方町立北方西小学校
生き物と水質の調査を行い、糸貫川の
環境について学ぶ

○ ○ ○

10月25日 瑞穂市立本田小学校
生き物と水質の調査を行い、糸貫川の
環境について学ぶ

○ ○ ○

5月24日 垂井町立垂井小学校
水生生物を指標にした水質調査
（カワゲラウォッチング）

○ ○ ○ ○

5月31日 垂井町立東小学校
水生生物を指標にした水質調査
（カワゲラウォッチング）

○ ○ ○ ○

6月2日 大垣市立北小学校
「家庭排水の水質調査」
児童の自宅から調べたい水（ジュース
等）を持ち寄り、水質調査を行う

○ ○ ○

6月8日 大垣市立安井小学校
「わがまちの安全～先人の知恵から学
ぶ～」

○ ○

6月19日 海津市立城山小学校
水生生物を指標にした水質調査
（カワゲラウォッチング）

○ ○ ○

9月28日 神戸町立南平野小学校
「川の環境について学ぼう」
ハリヨが住める環境や、家庭からでき
る環境対策を学ぶ

○ ○ ○

10月31日 養老町立上多度小学校 土砂災害と砂防について ○ ○

4月23日 池田町立池田小学校 砂防（土砂災害）について ○ ○ ○

8月27日 県立揖斐特別支援学校 川と環境「川の観察と生き物調査」 ○ ○ ○

5月29日 美濃市立中有知小学校
カワゲラウォッチングを通して長良川
の環境について学ぶ

○ ○ ○

6月12日 関市立博愛小学校
カワゲラウォッチング、パックテスト
を通して武儀川の環境について学ぶ

○ ○ ○

6月25日 美濃市立牧谷小学校
カワゲラウォッチング、パックテスト
を通して板取川の環境について学ぶ

○ ○ ○

6月26日 関市立武儀東小学校
パックテストを通して津保川の環境に
ついて学ぶ

○ ○ ○

7月3日 関市立洞戸小学校
パックテストを通して板取川の環境に
ついて学ぶ

○ ○ ○

7月3日 関市立武儀西小学校
カワゲラウォッチング、パックテスト
を通して津保川の環境について学ぶ

○ ○ ○

9月6日 関市立富野小学校
パックテストを通して小野川の環境に
ついて学ぶ

○ ○
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4月26日
6月28日

恵那市立岩邑小学校
「ダム、河川環境を学ぶ」
ダム及び現在の河川環境を学ぶ

○ ○ ○ ○ ○

6月25日
6月26日

恵那市立大井小学校
「河川環境を学ぶ」
現在の河川環境を学ぶ

○ ○ ○ ○ ○

6月27日
7月17日

恵那市立大井第二小学校
「河川環境を学ぶ」
現在の河川環境を学ぶ

○ ○ ○ ○ ○

9月11日 恵那市立中野方小学校 「中野方ダムを学ぶ」 ○ ○ ○ ○ ○

6月15日 下呂市立宮田小学校
「河川環境を学ぶ」
山之口川の現状や川とのふれあい方を
学ぶ

○ ○ ○

6月22日 下呂市立菅田小学校
「河川環境を学ぶ」
菅田川の現状や川とのふれあい方を学
ぶ

○ ○ ○

7月18日 高山市立南小学校
カワゲラウォッチング
川の安全利用講習

○ ○ ○

7月24日 高山市役所（小学校）
カワゲラウォッチング
川の安全利用講習

○ ○ ○ ○

6月26日 飛騨市立神岡小学校
「河川環境を学ぶ」
高原川の現状や川とのふれあい方を学
ぶ

○ ○ ○

7月13日 飛騨市立山之村小学校
「河川環境を学ぶ」
森茂谷の現状や川とのふれあい方を学
ぶ

○

7月13日 飛騨市立古川西小学校
「河川環境を学ぶ」
宮川の現状や川とのふれあい方を学ぶ

○ ○ ○

7月17日 飛騨市立宮川小学校
「河川環境を学ぶ」
宮川の現状や川とのふれあい方を学ぶ

○ ○ ○

11月1日 飛騨市立古川西小学校

「伝統的防災マップを利用した地域防
災教育」
伝統的防災施設（霞堤・輪中堤）につ
いて学び、地域防災について理解を深
める

○ ○ ○

8月20日 岐阜県河川課（小学生）
清流の国ぎふ水環境イベント
清流の国ぎふ”川遊び名人”になろ
う！

○ ○ ○ ○

11月11日 岐阜県砂防課（小学生）
「砂防を学ぶ」
土砂災害について知ってもらい、土砂
災害から身を守る方法を学んでもらう

○ ○

計

高山

古川

県庁

恵那

下呂

3



様式① （岐阜土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 瑞穂市立牛牧小学校 担当教員名 広瀬先生 対象学年・人数 ４年生１３６名

実 施 日 ６月２２日（金） 実施場所 牛牧小学校

テ ー マ

パックテストを用い、近隣の河川の水質

について学ぶ

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関

学習内容①： パックテストの実施 学習内容②：テスト結果のとりまとめ

COD パックテストの方法について説明し、採水箇所ごと

に検査を行った。採水した水のほかにジュースを混ぜた水で

も実施した。

COD パックテストの結果を取りまとめ、各班の結果を

比較し、各班の結果について意見発表を行った。

学習内容③：河川の水質について考える 学習内容④：河川の危険について

採水箇所によって河川の水質が異なることや、ジュースを

加えた場合に水質が変化することより、普段の生活が河川へ

与える影響などを考える。

川を安全に楽しむためのカードとチラシを用い、川の危

険について学ぶことができた。

【学習結果と考察】

・ 採集した犀川、五六川の水質を COD パックテストで調

べた結果、どちらも下流より上流の方が、水質が良好で

あることが分かった。 
・ ジュースを混ぜた水について、少量混ぜただけでも水質

悪くなることがわかり、川へのゴミの投棄などが、水質

などに大きな影響を与えることを学習した。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 身近な川の水質を調べ、普段の生活が川に与える影響

などを理解してもらえた。川の周辺環境の向上につな

がると良い。 
・ 川の安全利用について、啓発を行ったので、今後の河

川利用について考えてもらえる機会となった。 
 

備 考 岐阜県自然工法管理士（１人参加）

記入者 所属：河川第一係 氏名：岩月 駿 電話番号（内線） （ ）
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様式① （岐阜土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 北方町立北方南小学校 担当教員名 松井・川瀬先生 対象学年・人数 ４年生６６名

実 施 日 ６月２５日（月） 実施場所 糸貫川（清流平和公園）

テ ー マ

「河川環境を学ぶ」

生き物と水質の調査を行い、糸貫川の

環境について学ぶ

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関 北方町教育委員会

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：糸貫川に棲む生物を知る

糸貫川に入り、水生生物の採取を行い、実際の川の環境や

状況などを学ぶことができた。

採取した水生生物を観察し、実際に糸貫川に棲む生物の

名前や特徴を知ることができた。

学習内容③：糸貫川の水質を知る 学習内容④：糸貫川の水質を知る

糸貫川の水、清流平和公園の井戸水、川の水にジュースな

どを混ぜた水について、COD パックテストを用いた比較試

験を行った。

COD パックテストの結果を班ごとにまとめ、結果を比

較した。最後に、川の安全啓発のチラシを用い、川の危険

について学ぶことができた。

【学習結果と考察】

・ 実際に生物を採取し触れることで、身近な川に棲む生物

についてより知ることができた。 
・ ジュースなどが混ざることで、糸貫川の水質に大きな影

響があることが COD を比較することによってわかっ

た。 
 
 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 身近にある河川公園で実際に河川内に入り環境学習を

行ったことで、川の環境に興味を持ってもらえた。糸

貫川の環境向上について、考えてもらうきっかけにな

った。 
・ ６月でも非常に暑かったため、次回実施時は熱中症対

策として、実施時期をずらすなど対応したい。 
 

備 考 岐阜県自然工法管理士（２人参加）

記入者 所属：河川第一係 氏名：岩月 駿 電話番号（内線） （ ）
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様式① （岐阜土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 北方町立北方小学校 担当教員名
宮沢先生・早川先生

嶋崎先生・大竹先生
対象学年・人数 ４年生９３名

実 施 日 ９月２８日（金） 実施場所 糸貫川（清流平和公園）

テ ー マ

「河川環境を学ぶ」

生き物と水質の調査を行い、糸貫川の

環境について学ぶ

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関 北方町教育委員会

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：糸貫川に棲む生物を知る

糸貫川に入り、水生生物の採取を行い、実際の川の環境や

状況などを学ぶことができた。

採取した水生生物を観察し、実際に糸貫川に棲む生物の

名前や特徴を知ることができた。

学習内容③：糸貫川の水質を知る① 学習内容④：糸貫川の水質を知る②

糸貫川の水、清流平和公園の井戸水、川の水にジュースな

どを混ぜた水について、COD パックテストを用いた比較試

験を行った。

COD パックテストの結果を班ごとにまとめ、結果を比

較した。最後に、川の安全啓発のチラシを用い、川の危険

について学ぶことができた。

【学習結果と考察】

・ 実際に生物を採取し触れることで、身近な川に棲む生物

についてより知ることができた。 
・ ジュースなどが混ざることで、糸貫川の水質に大きな影

響があることが COD を比較することによってわかっ

た。 
 
 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 身近にある河川公園で実際に河川内に入り環境学習を

行ったことで、川の環境に興味を持ってもらえた。糸

貫川の環境向上について、考えてもらうきっかけにな

った。 
・ 継続し環境学習を行うことで、川を大切にする意識を

根付かせていきたい。 

備 考 岐阜県自然工法管理士（１人参加）

記入者 所属：河川第一係 氏名：岩月 駿 電話番号（内線） （ ）
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様式① （岐阜土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 岐阜市立長森南中学校 担当教員名 馬淵先生 対象学年・人数 １年生１４３名

実 施 日 １０月２日 火 実施場所 境川

テ ー マ

身近な川に生息する生物を知り、

川への興味関心を高めよう。

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関 法人 生涯学習研究所

学習内容①： 川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：境川の生態を学ぶ

境川に生息する水生生物を採取し、身近な河川の自然環境

について学んだ。

採取した水生生物を種類ごとにわけ、境川に生息する生

物やその特徴について学んだ。

学習内容③：川の危険性について 学習内容④：

まとまった雨が降ると川は恐ろしい場所にもなるという

ことや川の水位が上昇した時は、インターネットを通じてパ

ソコン、携帯電話から川の水位を確認できることを学んだ。

【学習結果と考察】

・ 身近な川に生息する生物の様子や種類を知ることによ

って、川への興味関心を高めることができた。 
・ 川は危険な場所にもなるということを理解し、川遊びの

際に注意しなければならないことを学ぶことができた。 
 
 
 
 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 川に入る機会や、水生生物を採取する機会が少ない生

徒が多かったため、積極的に生物を採取し、楽しそう

に参加していた。 
・ 学校側で事前に、川に入る際の注意や境川の水生生物

の生態等を学習していただいたおかげで、スムーズに

進めることができた。 

備 考 特定非営利活動法人 生涯学習研究所代表の小林さんのほか、岐阜大学河川環境楽園自然

発見館の岩井さん、美濃加茂自然史研究会の安藤さんに協力いただきました。

記入者 所属：河川第二係 氏名：大野 哲也 電話番号（内線） （ ）
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様式① （岐阜土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 北方町立北方西小学校 担当教員名 浜野先生 対象学年・人数 ４年生４２名

実 施 日 １０月３日（水） 実施場所 糸貫川（清流平和公園）

テ ー マ

「河川環境を学ぶ」

生き物と水質の調査を行い、糸貫川の

環境について学ぶ

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関 北方町教育委員会

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：糸貫川に棲む生物を知る

糸貫川に入り、水生生物の採取を行い、実際の川の環境や

状況などを学ぶことができた。

採取した水生生物を観察し、実際に糸貫川に棲む生物の

名前や特徴を知ることができた。

学習内容③：糸貫川の水質を知る 学習内容④：糸貫川の水質を知る

糸貫川の水、清流平和公園の井戸水、川の水にジュースな

どを混ぜた水について、COD パックテストを用いた比較試

験を行った。

COD パックテストの結果を班ごとにまとめ、結果を比

較した。最後に、川の安全啓発のチラシを用い、川の危険

について学ぶことができた。

【学習結果と考察】

・ 実際に生物を採取し触れることで、身近な川に棲む生物

についてより知ることができた。 
・ ジュースなどが混ざることで、糸貫川の水質に大きな影

響があることが COD を比較することによってわかっ

た。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 身近にある河川公園で実際に河川内に入り環境学習を

行ったことで、川の環境に興味を持ってもらえた。糸

貫川の環境向上について、考えてもらうきっかけにな

った。 
・ アンケート結果も良好であるため、総合学習の成果が

表れているのではないかと思う。 
 
 

備 考 岐阜県自然工法管理士（１人参加）

記入者 所属：河川第一係 氏名：岩月 駿 電話番号（内線） （ ）
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様式① （岐阜土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 瑞穂市立本田小学校 担当教員名 河合先生 対象学年・人数 ４年生８１名

実 施 日 １０月２５日（木） 実施場所 糸貫川（糸貫川運動公園）

テ ー マ

「河川環境を学ぶ」

生き物と水質の調査を行い、糸貫川の

環境について学ぶ

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：糸貫川に棲む生物を知る

糸貫川に入り、水生生物の採取を行い、実際の川の環境や

状況などを学ぶことができた。

採取した水生生物を観察し、実際に糸貫川に棲む生物の

名前や特徴を知ることができた。

学習内容③：糸貫川の水質を知る 学習内容④：糸貫川の水質を知る

糸貫川の水、川の水に牛乳などを混ぜた水について、COD
パックテストを用いた比較試験を行った。

COD パックテストの結果を班ごとにまとめ、結果を比

較した。最後に、川の安全啓発のチラシを用い、川の危険

について学ぶことができた。

【学習結果と考察】

・ 実際に生物を採取し触れることで、身近な川に棲む生物

についてより知ることができた。 
・ 牛乳などが混ざることで、糸貫川の水質に大きな影響が

あることが COD を比較することによってわかった。 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 実際に河川内に入り環境学習を行ったことで、川の環

境に興味を持ってもらえた。糸貫川の環境向上につい

て、考えてもらうきっかけとなった。 
・ 児童の行った COD パックテストが思うような結果に

ならなかったため、実施方法など工夫が必要だと感じ

た。 
 
 

備 考 岐阜県自然工法管理士（１人参加）

記入者 所属：河川第一係 氏名：岩月 駿 電話番号（内線） （ ）
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様式① （大垣土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 垂井町立垂井小学校 担当教員名 足利先生 対象学年・人数 ４年生６８名

実 施 日 ５月２４日 木 実施場所 相川

テ ー マ

水生生物を指標にした水質調査

（カワゲラウォッチング）

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関 講師：伊藤充 様

学習内容①：川の生き物の生息場所学習 学習内容②：生き物の分類 
川に入って生き物を捕まえてみることで、川の生き物が

どんなところにいるか、知ることができた。

捕獲した生き物を、種類ごとに分類した。生き物の見分

け方や、種類の違いを学習することができた。

学習内容③：水のきれいさの調査 学習内容④：河川防災について

生息している種類と数によって、相川の水がきれいかどう

か、調査を行い発表した。

相川はきれいな水と判定された。

川で遊ぶ際の危険の避け方、また安全に配慮した。

楽しみ方、岐阜県が提供する川の防災情報の見方につい

て学んだ。

【学習結果と考察】

・ 家庭で何気なく捨てている飲料水等が、河川を汚す可能

性があること、汚れた河川を人工的に浄化するため、莫

大な労力がかかることを理解して頂けた。また、家庭排

水は下水処理場にて浄化されていることも、付け加えさ

せて頂いた。 
 
 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 河川環境をよりよいものにするため、一人一人ができ

る注意、取組みを示すことができた。 
・ 今後も環境問題に興味を持って頂けると期待したい。 
 
 
 
 
 

備 考 岐阜県自然工法管理士（１人参加）

子ども達から感想の手紙を頂きました【巻末資料６６頁掲載】

記入者 所属：河川第一係 氏名：原 美幸 電話番号（内線） （ ）
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様式① （大垣土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 垂井町立東小学校 担当教員名 渡辺先生 対象学年・人数 ４年生６２名

実 施 日 ５月３１日 木 実施場所 相川

テ ー マ

水生生物を指標にした水質調査

（カワゲラウォッチング）

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関
株 環境事業本部

一般財団法人土屋環境教育振興財団

学習内容①：川の生き物の生息場所学習 学習内容②：生き物の分類

川に入って生き物を捕まえてみることで、川の生き物が

どんなところにいるか、知ることができた。

捕獲した生き物を、種類ごとに分類。生き物の見分け方

や種類の違いを学習することができた。

 

学習内容③：水のきれいさの調査 学習内容④：川の危険性について

生息している種類と数によって、相川の水がきれいかどう

か、調査を行った。

相川はきれいな水と判定された。

川で遊ぶ際の危険の避け方、また安全に配慮した。

楽しみ方、岐阜県が提供する川の防災情報の見方に

ついて学んだ。

【学習結果と考察】

・ 垂井東小学校では、4 年生を対象に毎年環境学習を行っ

ており、継続的な調査を行っている。 
・ 今年も、相川はきれいな水という結果になった。 
・ きれいな川をまもれるようにしていきたい。 
 
 
 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ とても楽しく総合学習に取り組んでおり、川に対して

の興味や関心を持ってもらえたと思う。 
・ 実際に川に入ることで、川の危険（滑りやすいこと等）

を肌で感じてもらえた。 
・ 生き物を捕まえて観察することで、川の生態系を実感

することができた。 

備 考 岐阜県自然工法管理士（ 人参加）

記入者 所属：河川第一係 氏名：原 美幸 電話番号（内線） （ ）
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様式① （大垣土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 大垣市立大垣北小学校 担当教員名 桐山先生 対象学年・人数 ４年生１２３名

実 施 日 ６月２日 土 実施場所 大垣市立北小学校

テ ー マ

「家庭排水の水質調査」

児童の自宅から調べたい水（ジュース

等）を持ち寄り、水質調査を行う。

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関

学習内容①：家庭排水の水質調査 学習内容②：水質調査から考えたことの発表 
家から持ち寄ったジュースやソース、味噌汁等を 倍

に希釈し、COD 値を測定した。

得られた結果から考えたこと発表し、川の水質を保つた

めにみんなができることについて、理解を深めた。

学習内容③：家庭排水が環境に及ぼす負荷について 学習内容④：河川防災について

家庭排水が河川環境に及ぼす影響や、県が行っている水質

浄化対策事業の一部について、学んだ。

川の危険性や事故事例、岐阜県が提供する防災情報に

ついて、学んだ。また、この日は保護者参観も兼ねていた

ため、ご家族の方にも合わせて説明した。

【学習結果と考察】

・ 水質調査の結果、3,000～500,000mg/L という高い COD
値となった。 

・ 家庭で何気なく捨てている飲料水等が、河川を汚す可能

性があること、汚れた河川を人工的に浄化するため、莫

大な労力がかかることを学んだ。 
・ 家庭排水は下水処理場にて浄化されていることも学ん

だ。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 河川環境をよりよいものにするため、一人一人ができ

る注意、取組みを示すことができた。今後も環境問題

に興味を持って頂きたい。 
 
 

備 考 岐阜県自然工法管理士（１人参加）

記入者 所属：河川第一係 氏名：原 美幸 電話番号（内線） （ ）
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様式① （大垣土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 大垣市立安井小学校 担当教員名 浅野先生 対象学年・人数 ４年生１２４名

実 施 日 ６月８日 金 実施場所 安井小学校

テ ー マ

総合学習「わがまちの安全

～先人からの知恵を学ぶ～」

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関

学習内容①： 岐阜県の水害発生状況 学習内容②：岐阜県が取組む治水事業

岐阜県の水害発生状況について学んだ。 岐阜県が取組む治水事業について、平成 年度豪雨な

どの過去の水害から効果を学んだ。

学習内容③：川の安全啓発について 学習内容④：伝統的防災施設による効果

川に潜む危険や、岐阜県が提供する川の防災情報の見方な

どについて学んだ。

過去の大水害から、西濃地域の伝統的防災施設について

効果を学んだ。

【学習結果と考察】

・ 過去の岐阜県の水害発生状況や、岐阜県が取組む 
治水事業について学んだ。 

・ 河川のライブカメラやアラームメールなど情報収集の

方法と、いち早く危険を察知し避難することの大切さを

学んだ。 
 
 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ メモを取る生徒が多くみられ、興味を持って講義を 
聞いてもらえた。 

・ 過去の災害を知ることで、生徒たちの防災意識を 
高めるきっかけとなった。 

 

備 考

記入者 所属：河川第一係 氏名：原 美幸 電話番号（内線） （ ）
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様式① （大垣土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 海津市立城山小学校 担当教員名 寺倉先生 対象学年・人数 ４年生６２名

実 施 日 ６月１９日 火 実施場所 徳田谷

テ ー マ

水生生物を指標にした水質調査

（カワゲラウォッチング）

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関
株 環境事業本部

一般財団法人土屋環境教育振興財団

学習内容①：川の生き物の生息場所学習 学習内容②：生き物の分類

川に入って生き物を捕まえてみることで、川の生き物が

どんなところにいるか、知ることができた。

捕獲した生き物を、種類ごとに分類。生き物の見分け方

や、種類の違いを学習することができた。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

学習内容③：水のきれいさの調査 学習内容④：川の危険性について

生息している種類と数によって、徳田谷の水がきれいか

どうか、調査を実施した。

徳田谷はきれいな水との判定された

川で遊ぶ際の危険の避け方、また安全に配慮した。

楽しみ方、岐阜県が提供する川の防災情報の見方に

ついて学んだ。

【学習結果と考察】

・ 城山小学校では、４年生を対象に環境学習を行ってお

り、今後は継続的な調査を行っていきたい。 
・ 徳田谷は豊かな環境であるという結果になった。 
・ きれいな川をまもれるようにしていきたい。 
 
 
 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ とても楽しく総合学習に取り組んでおり、川に対して

の興味や関心を持ってもらえたと思う。 
・ 実際に川に入ることで、川の危険（滑りやすいこと等）

を肌で感じてもらえた。 
・ 生き物を捕まえて観察することで、川の生態系を実感

することができた。 
 
 

備 考 岐阜県自然工法管理士（１人参加）

記入者 所属：河川第一係 氏名：原 美幸 電話番号（内線） （ ）
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様式① （大垣土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 神戸町立南平野小学校 担当教員名 吉野先生 対象学年・人数 ３年生２６名

実 施 日 ９月２８日 金 実施場所 南平野小学校

テ ー マ

「川の環境について学ぼう」
ハリヨが住める環境や、家庭から
できる環境対策を学ぶ

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関

学習内容①： ハリヨが住める河川環境を学ぶ 学習内容②：パックテストについて

神戸町を流れる平野井川、菅野川の河川環境について

説明し、ハリヨが住める理由を学んだ。

菅野川と学校のハリヨ池の水質比較と、家庭排水の水質

を COD パックテストにて調査した。

学習内容③：テスト結果の比較 学習内容④：川の安全啓発について

テスト結果について、取りまとめを行い、クラスで感じた

ことを発表しあった。

川の水質と生態系との関係を説明するとともに、川の安

全利用について、説明と注意喚起を行った。また、岐阜県

が提供する川の防災情報の見方について学んだ。

【学習結果と考察】

・ 水質調査としてパックテストを学習した。家庭からの流

されている物がどれだけ川への影響があるのかを比較

して学習することができた。 
・ 菅野川とハリヨ池ではどれくらい水質に違いがあるの

か学習できた。 
・ 河川の水質をきれいに保つことの大切さについて学習

できた。 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ パックテストという簡易な検査で、身近にある河川の

水質を調べることで、川について興味をもってもらえ

た。 
・ ハリヨ等の水質の綺麗な所に住む魚への影響について

も学習することができた。 

備 考 岐阜県自然工法管理士（１人参加）

記入者 所属：河川第一係 氏名：原 美幸 電話番号（内線） （ ）
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様式① （大垣土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 養老町立上多度小学校 担当教員名 井川先生 対象学年・人数 ４年生２０名

実 施 日 １０月３１日（水） 実施場所 小倉谷（砂防えん堤、護岸）

テ ー マ 土砂災害と砂防について

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関

学習内容①：土砂災害と砂防について 学習内容②：地元の特徴を学ぶ

「土石流」をテーマとして、土砂災害の発生原因や規模を

知ることで、土砂災害から身を守る方法を学んだ。

当地域は、養老山系の扇状地に位置し、小倉谷が家や道

路などより高い所を流れていること、また、近年、西濃地

域で土砂災害が実際に起きていることを学んだ。

学習内容③：砂防施設の役割について（模型実験） 学習内容④：砂防施設の役割について（現地見学）

土石流に対する砂防堰堤やがけ崩れに対する擁壁の機能

について、模型を使うことで、分かり易く、楽しく体験する

ことができた。

現地見学により、砂防堰堤の大きさを実際に見て、砂防

堰堤の役割や土石流の恐ろしさを肌で感じることができ

た。

【学習結果と考察】

・ 教室でのスライドで見た土石流の映像を、現地見学での

実際の砂防えん堤と比較して、その恐ろしさを学ぶこと

ができた。 
・ 模型実験では、砂防施設があると、家や橋などの被害が

少なくなることを理解することができた。 
・ 土砂災害防止対策として、砂防堰堤等の砂防施設を整備

して土砂の流出を防ぐ方法と避難行動等により自らで

身を守る方法の 2 つがあることがわかった。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 土砂災害の恐ろしさや砂防施設の役割について、ドロ

ーン映像、模型及び現地見学により体験することで、

より分かり易くなるよう、心がけた。 
・ 総合学習で学んだことを家庭に持ち帰り、避難場所・

経路の確認や土砂災害から身を守る方法を相談するこ

とで、台風や大雨時に危険を察知し、適切な避難行動

をとっていただくことを期待している。 
 

備 考

記入者 所属：砂防係 氏名：川上 裕史 電話番号（内線） （ ）

16



様式① （揖斐土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 池田町立池田小学校 担当教員名 杉山先生 対象学年・人数 ５年生５３名

実 施 日 ４月２３日（月） 実施場所 大津谷（大津谷公園）

テ ー マ 砂防（土砂災害）について

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関

学習内容①： 土砂災害について 学習内容②：砂防えん堤の役割について

土砂災害が発生するメカニズムや砂防ダムとはどのよう

なものなのかを学んだ。

平成２０年９月に大津谷で発生した土石流を例に土石

流を止め、被害を最小限にした大津谷の砂防えん堤の役割

について学んだ。

学習内容③：模型を使った学習① 学習内容④：模型を使った学習②

模型を使って、土石流を発生させて砂防えん堤のある場合

とない場合の被害の違いを比べることで、砂防えん堤の役割

について学んだ。

模型を使って、がけ崩れが発生した時に下流の町ではど

のような被害が発生するのかを学んだ。

【学習結果と考察】

・ 土砂災害の発生のメカニズムや土砂災害が発生する前

兆を学んだ。 
・ 砂防えん堤や擁壁の役割について、模型実験を通して砂

防施設によって土石流の被害を減らすことができるこ

とを学んだ。 
 
 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 住んでいる地区から見える山の中にこのように大きな

施設があることを認識して、土石流を止めるなどの役

割を理解することができた。 
・ 模型を使用して実験を行うことでえん堤の有無の効果

だけではなく、えん堤の場所による効果の違いについ

ても学ぶことができたと思う。 
 

備 考

記入者 所属：河川砂防係 氏名：小川 晃平 電話番号（内線） （ ）
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様式① （揖斐土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 岐阜県立揖斐特別支援学校 担当教員名 植村先生 対象学年・人数 中学部２２名

実 施 日 ８月２７日（月） 実施場所 管瀬川（結城橋上流）

テ ー マ 川と環境「河の観察と生き物調査」

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関 揖斐川町役場谷汲振興事務所

学習内容①： 管瀬川の水質を調べる。 学習内容②： 川の危険性を学ぶ。

管瀬川で採水した水の pH、透明度、COD をグループご

とにパックテストで調べた。

普段は穏やかな管瀬川でも雨が降ったら急に危険な場

所になることを学んだ。

学習内容③：管瀬川の生態を知る。 学習内容④：管瀬川の生態を学ぶ。

採取した水生生物を種類ごとに分けて、採取した生き物の

名前を知るとともに見分ける特徴や生息する地域について

学ぶことができた。

採取した水生生物を種類ごとに分けて、採取した生き物

の名前を知るとともに見分ける特徴や生息する地域につ

いて学ぶことができた。

【学習結果と考察】

・ 管瀬川の pH や COD の調査を通して、管瀬川がきれい

な河川であることを学んだ。 
・ 管瀬川に実際に入り水生生物を採取することで水生生

物の捕まえ方や生息しているところを学んだ。 
 
 
 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 実際に川に入ることで夢中になって生き物を採取して

いた。 
・ 快晴の熱い時期の開催であったが、テントを設置する

ことで熱中症対策を行った。 
・ 地元の有識者を招き、揖斐郡に生息している魚がのっ

ている下敷きを配ることで生物の説明を行う工夫を行

った。 

備 考 岐阜県野生生物保護推進員（１名参加）

揖斐川町役場谷汲振興事務所（１名参加）

記入者 所属：河川砂防係 氏名：小川 晃平 電話番号（内線） （ ）
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様式① （美濃土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 美濃市立中有知小学校 担当教員名 伊東先生 対象学年・人数 ４年生３０名

実 施 日 ５月２９日（火） 実施場所 長良川（山崎大橋下流）

テ ー マ

カワゲラウォッチングを通して

長良川の環境について学ぶ

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関

学習内容①： 長良川の様子、水生生物の生息の様子 学習内容②：指標生物による長良川の水質判定

小学校の近くを流れる長良川に実際に入って河川水の水

温や流速、歩きにくさを体感し、どのような場所に水生生物

が生息しているか学んだ。

自分たちで捕獲した水生生物を種類ごとに分類した。判

定用の下敷などを参考に指標生物を探し、長良川の水質を

判定した。

学習内容③：水難事故に合わないために 学習内容④：

水難事故に合わないために心掛けたいことについて学ん

だ。

【学習結果と考察】

・ 捕獲した生物から、長良川の水は、「きれいな水」と 
判定された。 

・ 実際に川に入ることで、河床には凹凸があり、流速や 
水深が場所によって異なること、石の表面についた付着 
藻類などで歩きにくいこと等を体感できたと思われる。 

 
 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ カワゲラ等の虫が川の水のきれいさの指標になること 
を知り、驚いた様子だった。 

・ 分かりやすく伝えるために、できるだけ専門用語は 
使わずに、平易な言葉を用いることを心掛けた。 

・ 川に興味をもってもらえると嬉しく思う。 
 

備 考 ５月３０日（水）中日新聞（中濃版）に総合学習の記事が掲載された。【巻末資料６７頁掲載】

岐阜県自然工法管理士（３人参加）

記入者 所属：河川係 氏名：上野 公彦 電話番号（内線） （ ）
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様式① （美濃土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 関市立博愛小学校 担当教員名 坂田先生 対象学年・人数 ５年生２７名

実 施 日 ６月１２日 火 実施場所 武儀川 武儀川スポーツ公園上流

テ ー マ

カワゲラウォッチング、パックテストを

通して武儀川の環境について学ぶ

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関

学習内容①：武儀川の様子、水生生物の生息の様子 学習内容②：指標生物による武儀川の水質判定

小学校の近くを流れる武儀川に実際に入って、河川水の透

明度や水温、流速、河床材料、歩きにくさ等を体感し、カワ

ゲラなどの水生生物を採捕した。

捕獲した水生生物を生物種ごとに分類し、指標生物をもと

に、武儀川の水質を判定した。

学習内容③：パックテストによる武儀川の水質判定 学習内容④：水難事故に合わないために

水道水と武儀川の河川水をパックテスト（COD）により水質検

査した。ジュースを水道水で希釈した水でもパックテストを実施

し、水道水や武儀川の水と比較した。

水難事故に合わないために心掛けたいことについて説明し

た。

【学習結果と考察】

・ 捕獲した生物は、カワゲラ、ヒラタカゲロウ、ヒゲナガカワト

ビラなどであった。

・ 指標生物による水質判定は、きれい～少しきたないという判

定となった。

・ パックテストによるジュースを薄めた水道水は、CODが以
上となり大変きたないという結果となった。

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 川に行く機会が多くなる時期に川の危険性を学び、啓

発できたことは大変よかった。 
・ パックテストにおいてジュースを混ぜた水の COD が

8 以上という結果を受け、川にゴミを捨てないように

したいといった感想があり、川を大切にする良いきっ

かけになったと感じた。 
 
 

備 考 岐阜県自然工法管理士（２人参加）

記入者 所属：河川係 氏名：石原 大輝 電話番号（内線）
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様式① （美濃土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 美濃市立牧谷小学校 担当教員名 村井先生 対象学年・人数 ５年生２７名

実 施 日 ６月２５日 月 実施場所 板取川（蕨生大橋上流）

テ ー マ

カワゲラウォッチング、パックテストを

通して板取川の環境について学ぶ

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関

学習内容①：板取川の様子、水生生物の生息の様子 学習内容②：指標生物による板取川の水質判定

小学校の近くを流れる板取川に実際に入って河川水の水

温や流速、歩きにくさを体感し、どのような場所に水生生物

が生息しているかを学んだ。

自分たちで捕獲した水生生物を種類ごとに分類、判定用の

下敷などを参考に指標生物を探し、板取川の水質を判定し

た。

学習内容③：パックテストによる板取川の水質判定 学習内容④：水難事故に合わないために

パックテストにより直接採取した河川水を検査した。河川水と

の比較として、ジュースを水道水で希釈したものを使ってパック

テストを実施した。

水難事故に合わないために心掛けたいことについて説明し

た。

【学習結果と考察】

・ 捕獲した生物：カワゲラ、ヒラタカゲロウ、その他カゲロウ、

ヒゲナガカワトビケラ、ヒラタドロムシ、ヘビトンボ

・ 指標生物による水質判定：きれい～少し汚い

・ パックテストによる調査結果、数値基準が 0～3程度であり 
板取川の水質が良好であることが分かった。

・ 水道水で 1,000倍に希釈したジュースの COD値は 8以上
となったことから、少量のジュースで CODの値が変わってし
まうことを学んだ。

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 川で遊ぶことは多いが虫を捕まえることは初めての子

が多かったため、川には多くの虫が生息していること

や川に棲む生物の種類から水質が分かることに非常に

驚いていた。 
・・ 河川に少量でもジュース等が混入すると、魚等の生物 
・ は棲めなくなることを知り、今後、川の環境を保つた 
・ めに気を付けようという感想が多くあった。 

・ 河川で遊ぶ時の注意点について学ぶことができた。 

備 考 美濃市役所の総合政策課が取材しました。

岐阜県自然工法管理士（１人参加）

記入者 所属：河川係 氏名：宇田 将隆 電話番号（内線） （ ）
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様式① （美濃土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 関市立武儀東小学校 担当教員名 小関先生 対象学年・人数 ４年生１３名

実 施 日 ６月２６日 火 実施場所 武儀東小学校理科室

テ ー マ

パックテストを通して津保川の環境に

ついて学ぶ

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関

学習内容①：パックテストによる水質判定 学習内容②：パックテストの結果の比較

水道水と津保川の水でパックテストを実施した。これらとの比

較として、児童が家庭から持参した生活排水等でもパックテスト

を実施した。

水道水、津保川の水、児童が家庭から持参した水の COD
値を比較することで、それぞれの水質が異なることを学ん

だ。

学習内容③：ジュースを希釈した水の水質判定 学習内容④：水難事故に合わないために

ジュースを水道水で希釈した水でもパックテストを実施し、

COD値を確認した。
水難事故に合わないために心掛けたいことについて説

明した。

【学習結果と考察】

・ 津保川の水はアユ等の魚が生息しているため、との数値で

あり、COD値が 0～3であった水道水と同程度の水質であ
り、津保川の水質は良好であることが分かった。

・ 児童が持参した生活排水等の COD 値が 6 以上となった。
人間が使用している液体や人間が飲んでいる水の水質

は、水道水や津保川の水質と全く異なることを学んだ。

・ 水道水で 1,000倍に希釈したジュースの COD値は 8以上
となったことから、少量のジュースで COD の値が変わって

しまうことを学んだ。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・・ 生活排水等の生活に密着した水でパックテストをする  
・ ことで、環境保全を身近に感じることができたと思う。 
・・ パックテストによる水質判定は、色や数値にあらわれ 
・ ることから、理解しやすかったと思われる。 
・・ 河川に少量でもジュース等が混入されると、魚等の生 
・ 物は住めなくなることを知り、川の環境を保つために 
・ 今後気を付けようという感想が多くあった。 
・・ 分かりやすく伝えるために、できるだけ専門用語は使 
・ わず、平易な言葉を用いることが難しい。 
・・ 川に興味を持ってもらえると嬉しく思う。 

備 考

記入者 所属：河川係 氏名：宇田 将隆 電話番号（内線）
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様式① （美濃土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 関市立洞戸小学校 担当教員名 平沢先生 対象学年・人数 ４年生１４名

実 施 日 ７月３日（火） 実施場所 洞戸小学校理科室

テ ー マ

パックテストを通して

板取川の環境について学ぶ

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関

学習内容①： パックテストによる水質判定の方法 学習内容②：パックテストによる水質判定の実施

パックテストによる水質判定の方法を習得した。 水道水と板取川の水でパックテスト（COD）を実施し

た。ジュースを水道水で希釈した水でもパックテストを実

施し、水道水や板取川の水と比較した。

学習内容③：指標生物による水質判定 学習内容④：水難事故に合わないために

悪天候のため板取川でのカワゲラウォッチングはできな

かったが、水生昆虫等の指標生物により、河川の水質を判定

できることを学んだ。

水難事故に合わないために心掛けたいことについて学ん

だ。

【学習結果と考察】

・ 板取川の水の COD 値は 1 度であり、COD 値が 0 程度

であった水道水と同程度の水質であり、水質は良好であ

ることが分かった。

・ ジュースを水道水で 1,000 倍に希釈した水の COD 値は

8 以上であったことから、水道水や板取川の水とは全く

異なる水質であることが分かった。

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ パックテストによる水質判定は、色や数値にあらわれ 
ることから、理解しやすかったと思われる。 

・ ジュースを希釈した水は、魚等の生物がすめなくなる 
ことを知り、良好な板取川の環境を保つために今後気 
を付けようという感想が多くあった。 

・ 分かりやすく伝えるために、できるだけ専門用語は 
使わずに、平易な言葉を用いることを心掛けた。 

・ 川に興味をもってもらえると嬉しく思う。 

備 考 岐阜県自然工法管理士（１人参加）

記入者 所属：河川係 氏名：上野 公彦 電話番号（内線） （ ）
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様式① （美濃土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 関市立武儀西小学校 担当教員名 桜井先生 対象学年・人数 ４・５年生１３名

実 施 日 ７月３日 火 実施場所 津保川（竹内医院付近 右岸）

テ ー マ

カワゲラウォッチング、パックテストを

通して津保川の環境について学ぶ

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関

学習内容①：津保川の様子、水生生物の生息の様子 学習内容②：指標生物による津保川の水質判定

小学校の近くを流れる津保川に実際に入って、河川水の透

明度や水温、流速、河床材料、歩きにくさ等を体感し、カワ

ゲラなどの水生生物を採捕した。

捕獲した水生生物を生物種ごとに分類し、指標生物をもと

に、津保川の水質を判定した。

学習内容③：パックテストによる津保川の水質判定 学習内容④：水難事故に合わないために

水道水と津保川の河川水をパックテスト により水質検

査した。ジュースを水道水で希釈した水でもパックテストを実施

し、水道水や津保川の水と比較した。

水難事故に合わないために心掛けたいことについて説明し

た。

【学習結果と考察】

・ 捕獲した生物は、カワゲラ、ヒラタカゲロウ、ヘビトンボ、ヒラ

タドロムシなどであった。

・ 指標生物による水質判定は、きれい～少しきたないという判

定となった。

・ パックテストによる水質判定により、津保川の水は CODが
1～2 という結果となり、水道水とほぼ変わらない水質であ
ることが分かった。

・ ジュースを薄めた水道水は、CODが 8以上となり大変きた
なという結果となった。

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 川に行く機会が多くなる夏休み前に川の危険性を学ぶ

ことができた。 
・ パックテストにおいて津保川水質が水道水と同程度で

あるとの結果やジュースを混ぜた水で COD が 8 以上

という結果を受け、川にゴミを捨てないようにしたい

津保川を大切にしていきたいとの感想があり、川を大

切にする良いきっかけになったと感じた。 
 

備 考 岐阜県自然工法管理士（ 人参加）

記入者 所属：河川係 氏名：石原 大輝 電話番号（内線）
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様式① （美濃土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 関市立富野小学校 担当教員名 水谷先生 対象学年・人数 ５年生１６名

実 施 日 ９月６日（木） 実施場所 富野小学校理科室

テ ー マ

パックテストを通して

小野川の環境について学ぶ

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関

学習内容①： パックテストによる水質判定の方法 学習内容②：パックテストによる水質判定の実施

パックテストによる水質判定の方法を習得した。 水道水と小野川の水でパックテスト を実施した。

ジュースを水道水で希釈した水でもパックテストを

実施し、水道水や小野川の水と比較した。

学習内容③：水難事故に合わないために 学習内容④：

水難事故に合わないために心掛けたいことについて学ん

だ。

【学習結果と考察】

・ 小野川の水の COD 値は 2 程度であり、COD 値が 0 程

度であった水道水と同程度の水質であり、水質は概ね良

好であることが分かった。

・ ジュースを水道水で 1,000 倍に希釈した水の COD 値は

8 以上であったことから、水道水や小野川の水とは全く

異なる水質であることが分かった。

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ パックテストによる水質判定は、色や数値にあらわれ 
ることから、理解しやすかったと思われる。 

・ ジュースを希釈した水は、魚等の生物がすめなくなる 
ことを知り、良好な小野川の環境を保つために今後気 
を付けようという感想が多くあった。 

・ 分かりやすく伝えるために、できるだけ専門用語は 
使わずに、平易な言葉を用いることを心掛けた。 

・ 川に興味をもってもらえると嬉しく思う。 

備 考 岐阜県自然工法管理士（１人参加）

記入者 所属：河川係 氏名：上野 公彦 電話番号（内線） （ ）
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様式① （郡上土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 郡上市立吉田小学校 担当教員名 清水先生 対象学年・人数 ５年生１２名

実 施 日 ５月２５日（金） 実施場所 粥川（ふくべの里 粥川バンガロー村前）

テ ー マ

カワゲラウォッチングを通して粥川

の環境について学ぶ

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関

学習内容①：パックテスト 学習内容②：水生生物の採取

粥川に入る前に、パックテストにより粥川の水質について

確認した。

粥川に入って水生生物を採取することで、水生生物がど

のような場所に棲んでいるかわかった。

学習内容③：水生生物の調査 学習内容④：各班の発表

採取した水生生物を調べることにより、様々な生物の名称

を知ることができた。

グループごとに採取した水生生物を発表し、どんな生物

が棲んでいるか、また指標生物（川の綺麗さの判断基準と

なる生物）により水質はどうかを学ぶことが出来た。

【学習結果と考察】

・ 水生生物についてカゲロウ、カワゲラ、ヘビトンボ、ヒ

ゲナガカワトビケラ等を採取した。 
・ 綺麗な水に棲む生物が多く、綺麗な水質と判断された。 
・ 様々な生物がいることがわかった。 
・ 綺麗な川を守れるようにしていきたい。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 川の中で水生生物を採取するときの児童は生き生きし

ていた。 
・ 川の大切さが学べるよう努力していきたい。 
・ 粥川は大変綺麗な川であり、児童達はこの川に誇りを

持ってくれたと思われる。 

備 考 子ども達から感想の手紙をいただきました。【巻末資料６９頁掲載】

５月２６日 土 中日新聞 中濃版 、５月２７日 日 岐阜新聞 中濃版 に総合学習の記事が掲載さ

れた。【巻末資料６８頁掲載】

岐阜県自然工法管理士（３人参加）

記入者 所属：河川係 氏名：藤原 雅司 電話番号（内線） （ ）
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様式① （郡上土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 郡上市立牛道小学校 担当教員名 和田先生 対象学年・人数 ４年生１２名

実 施 日 ６月５日（火） 実施場所 牛道川（牛道小学校横）、小学校

テ ー マ

カワゲラウォッチングを通して牛道

川の環境について学ぶ

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：水生生物の採取

牛道川に入る前に、川での安全な遊び方、川の歩き方、水

生生物の採取の仕方等について学んだ。

牛道川に入って水生生物を採取することで、水生生物が

どのような場所に棲んでいるか分かった。

学習内容③：水生生物の調査 学習内容④：治水について パックテスト

採取した水生生物を調べることにより、様々な生物の名称

を知ることができた。

治水について、過去の氾濫写真等を見てその必要性を学

んだ。牛道川の水と自分たちで持ち込んだいろいろな汚水

でパックテストを実施した。

【学習結果と考察】

・ 水生生物についてカゲロウ、カワゲラ、ヒゲナガカワト

ビケラ等を採取した。 
・ 綺麗な水に棲む生物が多く、綺麗な水質と判断された。 
・ 様々な生物がいることがわかった。 
・ 綺麗な川を守れるようにしていきたい。 
 
 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 川の中で水生生物を採取するときの児童は生き生きし

ていた。 
・ 川の大切さが学べるよう努力していきたい。 
・ 川は穏やかなことが殆どだが、増水した時の恐ろしさ

を考えると治水が大事であることを理解してもらえた

と思われる。 
・ 生徒が持ち込んだいろんな汚水でパックテストを行

い、意外な結果に一喜一憂していた。 

備 考 子ども達から感想の手紙をいただきました。【巻末資料７０頁掲載】

岐阜県自然工法管理士（３人参加）

記入者 所属：河川係 氏名：藤原 雅司 電話番号（内線） （ ）
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様式① （郡上土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 郡上市立大中小学校 担当教員名 清水先生 対象学年・人数 ４年生１５名

実 施 日 ６月１５日（金） 実施場所 小学校、長良川（大島橋下流）

テ ー マ

カワゲラウォッチングを通して長良

川の環境について学ぶ

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：パックテスト

川での安全な遊び方、川での歩き方、水生生物の採取の仕

方等について学んだ。

長良川に入る前に、パックテストにより長良川の水質に

ついて確認した。

学習内容③：水生生物の採取 学習内容④：水生生物の調査 各班の発表

長良川に入って水生生物を採取することで、水生生物がど

のような場所に棲んでいるかわかった。

水生生物の名称を確認した後グループごとに発表し、ど

んな生物が棲んでいるか、また指標生物（川の綺麗さの判

断基準となる生物）により水質はどうであるかを学んだ。

【学習結果と考察】

・ 水生生物については、カゲロウ、カワゲラ、ヒゲナガカ

ワトビケラ等を採取した。 
・ 綺麗な水に棲む生物が多く、綺麗な水質と判断された。 
・ 綺麗な川を守れるようにしていきたい。 
 
 
 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 川の中で水生生物を採取するときの児童は生き生きし

ていた。 
・ 川の大切さが学べるよう努力していきたい。 
・ 川は楽しい所であるが、危険であることも理解しても

らえた。 
・ 綺麗な川を守っていくにはどうしたらよいか考えて発

表してもらった。 

備 考 ６月１６日 土 中日新聞 中濃版 に総合学習の記事が掲載される。【巻末資料７１頁掲載】

岐阜県自然工法管理士（３人参加）

記入者 所属：河川係 氏名：藤原 雅司 電話番号（内線） （ ）
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様式① （郡上土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 郡上市立大和北小学校 担当教員名 河井先生 対象学年・人数 ４年生２６名

実 施 日 ６月１９日（火） 実施場所 大間見川（大和中学校横）

テ ー マ

カワゲラウォッチングを通して大間

見川の環境について学ぶ

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関

学習内容①：パックテスト 学習内容②：水生生物の採取

大間見川に入る前に、パックテストにより大間見川の水質

について確認した。

水生生物を採取することで、水生生物がどのような場所

に棲んでいるかなどを学んだ。

学習内容③：水生生物の調査 学習内容④：各班の発表

採取した水生生物を調べることにより、様々な生物の名称

を知ることができた。

グループごとに採取した水生生物を発表し、どんな生物

が棲んでいるか、また指標生物（川の綺麗さの判断基準と

なる生物）により水質はどうであるかを学んだ。

【学習結果と考察】

・ 水生生物については、カゲロウ、サワガニ、ヒゲナガカ

ワトビケラ、ヒラタドロムシ等を採取した。 
・ 綺麗な水に棲む生物が多く、綺麗な水質と判断された。 
・ 綺麗な川を守れるようにしていきたい。 
 
 
 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 川の中で水生生物を採取するときの児童は生き生きし

ていた。 
・ 川の大切さが学べるよう努力していきたい。 
・ 綺麗な川を守っていくにはどうしたらよいか考えて発

表してもらった。 

備 考 子ども達から感想の手紙をいただきました。【巻末資料７２～７３頁掲載】

岐阜県自然工法管理士（３人参加）

記入者 所属：河川係 氏名：藤原 雅司 電話番号（内線） （ ）
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様式① （郡上土木事務所 河川砂防課）

支援学校名
郡上市立高鷲小学校

海津市立東江小学校
担当教員名

永田先生

後藤先生
対象学年・人数

４年生２２名 高鷲

１２名 東江）

実 施 日 ６月２１日（木 実施場所 八百僧谷（長良川合流点）

テ ー マ

八百僧谷（長良川合流点）の水生生物

調査

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関 国土交通省木曽川下流河川工事事務所

学習内容①： 両校対面式 学習内容②：水生生物の調査

高鷲小と東江小の対面式を行い、東江小から長良川下流の

水質調査結果の発表があった。

両校で班を組み、一緒に水生生物の捕獲を行った。

学習内容③：水生生物の確認 学習内容④：パックテスト

捕獲した水生生物を確認し、上流部の水質のきれいさを確

認した。

最後にパックテストにより八百僧谷の水質について確

認した。

【学習結果と考察】

・ 長良川の上流と下流の小学校で同時に実施したため、上

下流の河川の違いについて、学習することができた。 
・ 水生生物については、カゲロウ、カワゲラ、ヒゲナガカ

ワトビケラ等を採取した。 
 
 
 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 平成２７年度より実施している、高鷲小と東江小合同

の河川学習を継続して行うことができた。 
 

備 考 岐阜県自然工法管理士（３人参加）

記入者 所属：河川係 氏名：藤原 雅司 電話番号（内線） （ ）
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様式① （郡上土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 郡上市立明宝小学校 担当教員名 鷲見先生 対象学年・人数 ４年生４名

実 施 日 １１月２０日（火） 実施場所 教室

テ ー マ

砂防えん堤の役割と

土砂災害に対する備えについて

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関

学習内容①：砂防えん堤の役割について学ぶ 学習内容②：土砂災害への対応について

土砂災害のビデオにより土砂災害の恐ろしさと砂防えん

堤の役割について学習した。

ハザードマップを使って、自分の家や近所の土砂災害の

危険性を調べた。

学習内容③：模型による土石流のしくみを体験 学習内容④：

模型を用いて土石流の仕組みや砂防えん堤の効果を学習

した。また、班ごとにビーズ土石流を発生させ、えん堤の効

果を体感した。

【学習結果と考察】

・ 土石流の映像を見ることでその怖さを知り、えん堤の必

要性を学習した。 
・ 模型実験を通じて、砂防えん堤の効果を理解することが

できた。 
・ 自分たちの生活が砂防えん堤によって守られているこ

とや土砂災害に対して日ごろからの備えが大切である

ことが理解できた。 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 土石流の映像や模型実験により土石流について学習

し、砂防えん堤の必要性を理解することができた。 
・ 土砂災害に対して、日ごろから備えておくべきことを

理解できたと思う。 

備 考 子供たちから感想の手紙をいただきました。【巻末資料７４頁掲載】

記入者 所属：砂防係 氏名：伊藤 達也 電話番号（内線） （ ）
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様式① （郡上土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 郡上市立和良小学校 担当教員名 佐藤先生 対象学年・人数 ５年生１５名

実 施 日 １月２９日 火 実施場所 教室

テ ー マ

砂防えん堤の役割と

土砂災害に対する備えについて

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関

学習内容①：砂防えん堤の役割について学ぶ 学習内容②：土砂災害への対応について

土砂災害のビデオにより土砂災害の恐ろしさと砂防えん

堤の役割について学習した。

土砂災害の前ぶれや、災害にあわないための日ごろの準

備について学習した。

学習内容③：模型による土石流のしくみを体験 学習内容④：

模型を用いて土石流の仕組みや砂防えん堤の効果を学習

した。また、班ごとにビーズ土石流を発生させ、えん堤の効

果を体感した。

【学習結果と考察】

・ 土石流の映像を見ることでその怖さを知り、えん堤の必

要性を学習した。 
・ 模型実験を通じて、砂防えん堤の効果を理解することが

できた。 
・ 自分たちの生活が砂防えん堤によって守られているこ

とや土砂災害に対して日ごろからの備えが大切である

ことが理解できた。 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 土石流の映像や模型実験により土石流について学習

し、砂防えん堤の必要性を理解することができた。 
・ 土砂災害に対して、日ごろから備えておくべきことを

理解できたと思う。 
 

備 考

記入者 所属：砂防係 氏名：伊藤 達也 電話番号（内線） — （ ）
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様式① （可茂土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 可児市立広見小学校 担当教員名 中島先生 対象学年・人数 ５年生１４６名

実 施 日 ６月１１日（月） 実施場所 広見小学校

テ ー マ

「平成２２年７月１５日に起きた可

児川の災害について」

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関

学習内容①： スライドによる説明 学習内容②：スライドによる説明

平成２２年度に発生した可児川の浸水被害状況や今後の

災害への備え等について学んだ。

被災直後や復旧工事の様子を写真で見せることにより

災害の怖さを知るとともに災害から身を守るための方法

を学んだ。

学習内容③：スライドによる説明 学習内容④：ハザードマップの説明

災害を防ぐ対策として、工事等のハード対策と情報等を用

いて自分たちで身を守るソフト対策があり、それぞれの内容

及び重要性について学んだ。

今後の授業で取り組むハザードマップについて作り方

やポイントについて学んだ。

【学習結果と考察】

・ 災害当時や復旧工事の写真を用いて説明し、「災害はな

ぜ起きたのか」「災害から身を守るには」などの理解を

深めてもらった。 
・ 災害対策としてハード対策とソフト対策があり、ソフト

対策の重要性に気付いてもらった。 
 
 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ メモを取る児童が多くみられ、興味をもって説明を聴

いてもらえた。 
・ 今後、授業で行うハザードマップ作りによって地元の

危険箇所や避難所等の把握につなげていただきたい。 
 
 
 
 

備 考 ６月１２日（火）岐阜新聞（中濃版）に総合学習の記事が掲載された。【巻末資料７５頁掲載】

岐阜県自然工法管理士（１人参加）

記入者 所属：河川砂防係 氏名：天野 裕行 電話番号（内線） （ ）

33



様式① （可茂土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 八百津町立和知小学校 担当教員名 越野先生 対象学年・人数 ４年生２５名

実 施 日 ６月１３日（水）、６月１９日（火） 実施場所 石川

テ ー マ

「川にすむ生物や水質を調べて今の

石川の姿を知る」

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関

学習内容①： 川について学ぶ 学習内容②：水質を調べる

石川にすんでいる生物や水質について学んだ。また、洪水

や土砂崩れの映像を見ることで災害の恐ろしさを学んだ。

石川の水を含めた つのサンプルを用意し、パックテス

トを行い水質を調べた。

学習内容③：カワゲラウォッチング 学習内容④：カワゲラウォッチング

学校の近くを流れる石川に入って生物を採取し、どんな場

所にどんな生物がすんでいるのか、川の形状はどうなってい

るのかなどを学んだ。

採取した生物の同定や集計・分類を行い、生物に対する

理解を深めた。また、川がどの程度きれいなのか生物がど

れくらいいたか発表した。

【学習結果と考察】

・ パックテストの結果、石川の水はとてもきれいな水(0～
2ppm)となった。 

・ サワガニ、ヤゴ、ヘビトンボなどが多く生息しており、

水質はややきれいな水（Ⅱ）となった。 
・ 川における危険個所を知り、川で遊ぶ際の注意点を学ん

だ。 
・ 土石流等の動画を見ることで、山で起きる災害の恐ろし

さについて学習した。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 室内で予習をした上で生物を採取するという体験は児

童にとても新鮮だったようで、授業の有意義さを感じ

られた。 
・ 洪水時の映像を見ることで、災害時は早めの非難が大

切であることを理解してもらえたと思う。 

備 考 ６月２８日（木）岐阜新聞（中濃版）に総合学習の記事が掲載された。【巻末資料７６頁掲載】

岐阜県自然工法管理士（１人参加）

記入者 所属：河川砂防係 氏名：天野 裕行 電話番号（内線） （ ）
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様式① （可茂土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 岐阜県立東濃高等学校 担当教員名 安藤先生 対象学年・人数 ２年生５名

実 施 日 ７月２日（月） 実施場所 東濃高等学校

テ ー マ 「土砂災害から学ぶ、災害に備える」

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関

学習内容①：土砂災害について 学習内容②：平成２２・２３年度の災害について

土石流・がけ崩れ・地すべりの特徴や発生のメカニズムに

ついて学んだ。

平成２２・２３年度に可茂地区で発生した災害の状況に

ついて、当時の新聞や写真を用いて学んだ。

学習内容③：災害復旧・防止工事について 学習内容④：災害から生命財産を守るために

災害後の各種復旧工事や、土砂災害を防ぐための砂防堰

堤・地すべり対策・急傾斜地崩壊対策・護岸工・のり面工な

どの役割を学んだ。

ハザードマップや土砂災害警戒区域についての説明で、

避難の方法や危険な個所を知ることができた。

【学習結果と考察】

・ 当時の写真や新聞記事を用いて説明し、「何が起きたの

か」「なぜ起きたのか」などの理解を深められた。 
・ 過去に可茂地域で災害が発生したことと、その後の復旧

工事について学んだ。 
・ 河川のライブカメラやアラームメールなど、情報収集の

方法を学んだ。 
・ いち早く危険を察知し避難することの重要性と大切さ

について学んだ。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 土石流・がけ崩れ・地すべりの違いや災害復旧の方法

等、災害について多くのことを知ってもらえた。 
・ 過去の災害を知ることで、生徒たちの防災意識を高め

るきっかけとなった。 
 

備 考 岐阜県自然工法管理士（１人参加）

記入者 所属：河川砂防係 氏名：天野 裕行 電話番号（内線） （ ）
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様式① （可茂土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 七宗町立上麻生小学校 担当教員名 岡本先生 対象学年・人数 ４年生１４名

実 施 日 １０月５日（金） 実施場所 飯高川

テ ー マ

「川にすむ生物や水質を調べて今の

飯高川を知る」

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関 七宗町役場土木建設課

学習内容①： 川について学ぶ 学習内容②：水質を調べる

飯高川にすんでいる生物や水質のことについて学んだ。

また、川の水質によってすんでいる生物が異なることについ

てクイズを交えて学んだ。

飯高川の水、水道水、牛乳、お茶、子ども達が気になる

水を用いてパックテストを行い、水質を比較した。

学習内容③：カワゲラウォッチング 学習内容④：カワゲラウォッチング

学校付近を流れる飯高川で生物を採取し、飯高川にはどの

ような生物がどんな場所にいるのかを学んだ。

採取した生物の同定や集計・分類を行い、生物に対する

理解を深めた。また、川がどの程度きれいなのか生物がど

れくらいいたか発表した。

【学習結果と考察】

・ COD （低濃度）の値は、飯高川の水、水道水等がとて

もきれいな水（0～2ppm）で、牛乳やお茶を薄めた水、

水槽の水がきたない水（8ppm 以上）となった。 
・ サワガニ、カワムツやヒラタドロムシなどが生息してお

り、水質はややきれいな水（Ⅱ）となった。 
・ 身近な飲み物がごくわずかな量でも水質に大きく影響

することがパックテストを通じて学習できた。 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 図鑑等をつかって、捕まえた生物の名前を調べるなど、

積極性がみられた。 
・ 実際に川に入ることで、川の危険を肌で感じることが

できた。 
・ 室内で予習をした上で生物を採取するという体験は児

童にとても新鮮だったようで、授業の有意義さを感じ

られた。 

備 考 岐阜県自然工法管理士（１人参加）

子ども達から感謝の手紙をいただきました。【巻末資料７７頁掲載】

記入者 所属：河川砂防係 氏名：天野 裕行 電話番号（内線） （ ）
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様式① （可茂土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 七宗町立神渕小学校 担当教員名 上原先生 対象学年・人数 ３・４年生１３名

実 施 日 １０月１２日（金） 実施場所 神淵川

テ ー マ

「川にすむ生物や水質を調べて今の

神淵川を知る」

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関

学習内容①： 川について学ぶ 学習内容②：水質を調べる

神淵川にすんでいる生物や水質のこと、災害時にどう避難

すればよいかを学んだ。

パックテストを行い、神淵川の水、牛乳を薄めた水、児

童が持ち寄った水の水質を比較した。

学習内容③：カワゲラウォッチング 学習内容④：カワゲラウォッチング

学校の近くを流れる神淵川に入って生物を採取し、どんな

場所にどんな生物がすんでいるのかを学んだ。

採取した生物の同定や集計・分類を行い、生物に対する

理解を深めた。また、川がどの程度きれいなのか生物がど

れくらいいたか発表した。

【学習結果と考察】

・ パックテストの結果、神淵川の水はとてもきれいな水（0
～2ppm）で、牛乳を薄めた水はきたない水（10ppm 以

上）となった。 
・ カワゲラ、トビケラやヒラタドロムシなど昆虫類だけで

なくカワヨシノボリ、カワムツなど魚類も多く生息して

おり、水質はきれいな水（Ⅰ）～ややきれいな水（Ⅱ）

であった。 
・ 水質や川の上下流等によってすむ生物が異なることな

ど、改めて生物の多様性を確認できた。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 分からないことを質問するなど、積極性がみられた。 
・ 図鑑等を用いて、捕まえた生物の名前や川の水質を判

断することができていた。 
・ 自分たちの身近にある川でも、視点や探し方を変えれ

ば、さらに興味深いものになることを伝えられたと思

う。 

備 考 岐阜県自然工法管理士（１人参加）

記入者 所属：河川砂防係 氏名：天野 裕行 電話番号（内線） （ ）
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様式① （多治見土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 土岐市立肥田小学校 担当教員名 西尾先生 対象学年・人数 ２年生５８名

実 施 日 ５月１８日 金 実施場所 肥田川

テ ー マ

「河川環境を学ぶ」

川の現状や川とのふれあい方を学ぶ。

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関 多治見市土岐川観察館

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：川の水質を知る

水生生物がどんな場所にいるのか、川の形状はどうなって

いるのか、どんな場所が危険なのかを実際に体験しながら川

の大切さを学んだ。

川で採取した水の水質（pH、透視度、COD）を検査し、

同場所で採取した水生生物の種類の両方から、川がどの程

度きれいなのかを学び発表した。

学習内容③：川の生態を学ぶ 学習内容④：川の危険性について

川で採取した水生生物を種類ごとに分け、個々の生物の名

称や特徴を調べ、身近な川にどんな生き物がどれくらいどう

やって生息しているかを学んだ。

降雨による増水、川の形状による急な深さや流れの変化

等川に潜む危険、また治水の必要性について学んだ。

【学習結果と考察】

・ pH   7.0 ・透視度 80cm 
・ COD   7        ・水温 19℃ 
・ 採取した水生生物  

カワムツ、オイカワ、アブラハヤ、カワヨシノボリ、ミ

ナミヌマエビ、アメリカザリガニ、コオニヤンマ、コヤ

マトンボ、ハグロトンボ、トノサマガエル、アカザ 
・ アメリカザリガニは、ほとんどの河川で、確認されてお

り、ほぼ日本中に生息しているということが考えられ

る。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 多治見土木事務所では、河川工事をする際には事前に

生物保護活動を行う等、工事をする際にどれだけ自然

に配慮しているかを説明した。 
・ 上流と下流に分かれて学習を行うため、子供たちを見

落とすことがないように注意した。 
・ 夢中で水生生物を捕まえており、楽しみながら学習す

ることができた。 

備 考 岐阜県自然工法管理士（１人参加）

記入者 所属：河川砂防係 氏名：加納 豊史 電話番号（内線） （ ）
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様式① （多治見土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 瑞浪市立瑞浪小学校 担当教員名 大崎先生 対象学年・人数 ４年生６５名

実 施 日 ５月２２日 火 実施場所 万尺川

テ ー マ

「河川環境を学ぶ」

川の現状や川とのふれあい方を学ぶ。

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関 多治見市土岐川観察館

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：川の水質を知る

水生生物がどんな場所にいるのか、川の形状はどうなって

いるのか、どんな場所が危険なのかを実際に体験しながら川

の大切さを学んだ。

川で採取した水の水質（pH、透視度、COD）を検査し、

同場所で採取した水生生物の種類の両方から、川がどの程

度きれいなのかを学び発表した。

学習内容③：川の生態を学ぶ 学習内容④：川の危険性について

川で採取した水生生物を種類ごとに分け、個々の生物の名

称や特徴を調べ、身近な川にどんな生き物がどれくらいどう

やって生息しているかを学んだ。

降雨による増水、川の形状による急な深さや流れの変化

等川に潜む危険、また治水の必要性について学んだ。

【学習結果と考察】

・ pH    8.0  ・透視度 20.1cm 
・ COD  10 
・ 採取した水生生物  

カワムツ、オイカワ、カワヨシノボリ、ミナミヌマエビ、

ドジョウ、アメリカザリガニ、コオニヤンマ、アメンボ 
・ カワムツ、オイカワ、カワヨシノボリ等、土岐川流域を

代表する魚種が、比較的多く確認できた。在来種にとっ

て、住みよい川であるのか。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 普段目にしている護岸等がどのような役割を果たして

いるかを説明し、河川工事の重要性を説明した。 
・ 川は雨が降ると急に増水することがあるため、雨が降

った時や降りそうなときは、川に近づかないように説

明した。 
・ 実際に川で生物を捕まえる際の捕まえ方等を教えた。 

備 考 岐阜県自然工法管理士（１人参加）

記入者 所属：河川砂防係 氏名：加納 豊史 電話番号（内線） （ ）
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様式① （多治見土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 多治見市立南姫小学校 担当教員名 伊藤先生 対象学年・人数 ４年生３０名

実 施 日 ５月２２日 火 実施場所 姫川

テ ー マ

「河川環境を学ぶ」

川の現状や川とのふれあい方を学ぶ。

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関 多治見市土岐川観察館

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：川の水質を知る

水生生物がどんな場所にいるのか、川の形状はどうなって

いるのか、どんな場所が危険なのかを実際に体験しながら川

の大切さを学んだ。

川で採取した水の水質（pH、透視度、COD）を検査し、

同場所で採取した水生生物の種類の両方から、川がどの程

度きれいなのかを学び発表した。

学習内容③：川の生態を学ぶ 学習内容④：川の危険性について

川で採取した水生生物を種類ごとに分け、個々の生物の名

称や特徴を調べ、身近な川にどんな生き物がどれくらいどう

やって生息しているかを学んだ。

降雨による増水、川の形状による急な深さや流れの変化

等川に潜む危険、また治水の必要性について学んだ。

【学習結果と考察】

・ pH    7.0 ・透視度 16cm 
・ COD  10 
・ 採取した水生生物 15 種類 

カワムツ、カワヨシノボリ、タモロコ、ドジョウ、 
ミナミヌマエビ、アメリカザリガニ、スジエビ、 
サワガニ、カワニナ、タニシ、ウシマガエル 
ツチガエル、トビゲラ、ハグロトンボ、コオニヤンマ 
ヒル 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 小さい川ながら多くの種類の生物がいて夢中で捕まえ

ており、楽しみながら学習することができた。 
・ 子供たちによる川の水質を発表する場では元気に発表

し、聞いている側も興味を持っていた。 
・ 外来生物についての説明を行い、積極的に質問をして

いるところが印象的だった。 

備 考 岐阜県自然工法管理士（１人参加）

記入者 所属：河川砂防係 氏名：加納 豊史 電話番号（内線） （ ）
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様式① （多治見土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 多治見市立昭和小学校 担当教員名 石田先生 対象学年・人数 ３年生６５名

実 施 日 ５月２４日 木 実施場所 笠原川（土岐川合流点）

テ ー マ

「河川環境を学ぶ」

川の現状や川とのふれあい方を学ぶ。

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関 多治見市土岐川観察館

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：川の水質を知る

水生生物がどんな場所にいるのか、川の形状はどうなって

いるのか、どんな場所が危険なのかを実際に体験しながら川

の大切さを学んだ。

川で採取した水の水質（pH、透視度、COD）を検査し、

同場所で採取した水生生物の種類の両方から、川がどの程

度きれいなのかを学び発表した。

学習内容③：川の生態を学ぶ 学習内容④：川の危険性について

川で採取した水生生物を種類ごとに分け、個々の生物の名

称や特徴を調べ、身近な川にどんな生き物がどれくらいどう

やって生息しているかを学んだ。

降雨による増水、川の形状による急な深さや流れの変化

等川に潜む危険、また治水の必要性について学んだ。

【学習結果と考察】

・ pH    7.0 ・透視度 21cm 以上 
・ COD  13 
・ 採取した水生生物 15 種類 

オイカワ、カワムツ、カワヨシノボリ、アカザ、ミナミ

ヌマエビ、アメリカザリガニ、コオニヤンマ 
・ 以上のことから、土岐川と笠原川の合流点付近は、在来

種も多く捕獲できたが、外来種も見られたことから、こ

の川の生態の多様性が進んでいると考えられる。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 河川工事によって生物の生息環境を損なう可能性はあ

るが、人の命や財産を守るうえで必要不可欠なもので

あることを写真で説明した。 
・ 魚の生態や外来生物、川の危険性についての質問が多

く、多くのことを理解してもらえたように感じた。 

備 考 岐阜県自然工法管理士（１人参加）

記入者 所属：河川砂防係 氏名：加納 豊史 電話番号（内線） （ ）
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様式① （多治見土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 多治見市立池田小学校 担当教員名 小山先生 対象学年・人数 ４年生６４名

実 施 日 ５月２９日 火 実施場所 大原川

テ ー マ

「河川環境を学ぶ」

川の現状や川とのふれあい方を学ぶ。

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関 多治見市土岐川観察館

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：川の水質を知る

水生生物がどんな場所にいるのか、川の形状はどうなって

いるのか、どんな場所が危険なのかを実際に体験しながら川

の大切さを学んだ。

川で採取した水の水質（pH、透視度、COD）を検査し、

同場所で採取した水生生物の種類の両方から、川がどの程

度きれいなのかを学び発表した。

学習内容③：川の生態を学ぶ 学習内容④：川の危険性について

川で採取した水生生物を種類ごとに分け、個々の生物の名

称や特徴を調べ、身近な川にどんな生き物がどれくらいどう

やって生息しているかを学んだ。

降雨による増水、川の形状による急な深さや流れの変化

等川に潜む危険、また治水の必要性について学んだ。

【学習結果と考察】

・ pH    9.0  ・透視度 92.5cm 
・ COD   7.0   
・ 採取した水生生物  

オイカワ、カワムツ、アブラハヤ、ドジョウ、ナマズ、  
アカザ、ブルーギル、カワヨシノボリ、ミナミヌマエビ 
アメリカザリガニ、コオニヤンマ 

・ 昨年は、外来種のアメリカザリガニが見られ、今年もブ

ルーギルが捕獲されたことから、川の生態系の多様性が

進んでいることが分かる。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 子供たちが水深の深いや流速の早い所に行かないよう

に誘導した。 
・ 河川工事は、人の財産や命を守るために必要であると

いうことを、実際の洪水時の写真等を見せながら説明

した。 
子供たちも真剣に話を聞いており、理解してくれたと

思う。 
 

備 考 岐阜県自然工法管理士（１人参加）

記入者 所属：河川砂防係 氏名：加納 豊史 電話番号（内線） （ ）
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様式① （多治見土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 多治見市立根本小学校 担当教員名 澤田先生 対象学年・人数 ４年生１１１名

実 施 日 ６月５日 火 実施場所 大原川

テ ー マ

「河川環境を学ぶ」

川の現状や川とのふれあい方を学ぶ。

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関 多治見市土岐川観察館

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：川の水質を知る

水生生物がどんな場所にいるのか、川の形状はどうなって

いるのか、どんな場所が危険なのかを実際に体験しながら川

の大切さを学んだ。

川で採取した水の水質（pH、透視度、COD）を検査し、

同場所で採取した水生生物の種類の両方から、川がどの程

度きれいなのかを学び発表した。

学習内容③：川の生態を学ぶ 学習内容④：川の危険性について

川で採取した水生生物を種類ごとに分け、個々の生物の名

称や特徴を調べ、身近な川にどんな生き物がどれくらいどう

やって生息しているかを学んだ。

降雨による増水、川の形状による急な深さや流れの変化

等川に潜む危険、また治水の必要性について学んだ。

【学習結果と考察】

・ pH    7.0  ・透視度 89.5m 
・ COD  10 
・ 採取した水生生物  

カワムツ、カワヨシノボリ、ドジョウ、オイカワ、ミナ

ミヌマエビ、アメリカザリガニ、コオニヤンマ、カワト

ンボ、ウシカエル、サワガニ 
・ サワガニ等、比較的水のきれいな川に住む生物が採取さ

れたということで、水質等、良好な状態が保たれている

ことが分かった。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 川は楽しい反面、注意点を守らないと命を落とす可能

性があることを伝えた。子供たちは真剣な表情で話を

聞いており。理解してくれたと思う。 
・ 川幅が狭く足場も悪いため、子供たちが怪我をしない

ように注意した。 
・ 夢中で水生生物を捕まえており、楽しみながら学習す

ることができた。 

備 考 岐阜県自然工法管理士（１人参加）

記入者 所属：河川砂防係 氏名：加納 豊史 電話番号（内線） （ ）
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様式① （多治見土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 土岐市立濃南小学校 担当教員名 堀部先生 対象学年・人数 ４年生８名

実 施 日 ６月５日 火 実施場所 肥田川（学校前）

テ ー マ

「河川環境を学ぶ」

川の現状や川とのふれあい方を学ぶ。

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関 多治見市土岐川観察館

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：川の水質を知る

水生生物がどんな場所にいるのか、川の形状はどうなって

いるのか、どんな場所が危険なのかを実際に体験しながら川

の大切さを学んだ。

川で採取した水の水質（pH、透視度、COD）を検査し、

同場所で採取した水生生物の種類の両方から、川がどの程

度きれいなのかを学び発表した。

学習内容③：川の生態を学ぶ 学習内容④：川の危険性について

川で採取した水生生物を種類ごとに分け、個々の生物の名

称や特徴を調べ、身近な川にどんな生き物がどれくらいどう

やって生息しているかを学んだ。

降雨による増水、川の形状による急な深さや流れの変化

等川に潜む危険、また治水の必要性について学んだ。

【学習結果と考察】

・ pH    6.5 ・透視度 95.0cm 
・ COD  10 
・ 採取した水生生物  

カワムツ、アブラハヤ、ホトケドジョウ、カワヨシノボ

リ、サワガニ、オニヤンマ、カワニナ、ガガンボ、トビ

ゲラ 
・ 清流に生息するといわれるホトケドジョウが数多く採

取され、肥田川上流域は、水質の良い状態が保たれてい

るといえる。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 一人一人に時間をかけて生物の捕まえ方等を教えるこ

とができた。 
・ 河川にある構造物が私たちの命や財産を守る役割を果

たしているということを、写真を用いながら説明した。 
子供たちも真剣に話を聞いており、理解してくれたと

思う。 
・ 夢中で水生生物を捕まえており、楽しみながら学習す

ることができた。 

備 考 岐阜県自然工法管理士（１人参加）

記入者 所属：河川砂防係 氏名：加納 豊史 電話番号（内線） （ ）
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様式① （多治見土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 多治見市立市之倉小学校 担当教員名 岩佐先生 対象学年・人数 ４年生３８名

実 施 日 ６月１９日 火 実施場所 市之倉川

テ ー マ

「河川環境を学ぶ」

川の現状や川とのふれあい方を学ぶ。

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関 多治見市土岐川観察館

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：川の水質を知る

水生生物がどんな場所にいるのか、川の形状はどうなって

いるのか、どんな場所が危険なのかを実際に体験しながら川

の大切さを学んだ。

川で採取した水の水質（pH、透視度、COD）を検査し、

同場所で採取した水生生物の種類の両方から、川がどの程

度きれいなのかを学び発表した。

学習内容③：川の生態を学ぶ 学習内容④：川の危険性について

川で採取した水生生物を種類ごとに分け、個々の生物の名

称や特徴を調べ、身近な川にどんな生き物がどれくらいどう

やって生息しているかを学んだ。

降雨による増水、川の形状による急な深さや流れの変化

等川に潜む危険、また治水の必要性について学んだ。

【学習結果と考察】

・ pH    6.5 ・透視度 90cm 
・ COD  6 
・ 採取した水生生物  

カワムツ、カワヨシノボリ、ミナミヌマエビ、アメリカ

ザリガニ、コオニヤンマ、コヤマトンボ、ハグロトンボ

ウシガエル、シオカラトンボ、 
・ 子供たちもアメリカザリガニ、ウシガエルを採取して 

おり、改めて、外来生物が多く生息していることが、 
確認された。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 普段目にしている護岸や落差工がどのような役割を果

たしているかを説明し、河川工事の重要性を説明した。 
・ 実際に川で生物を捕まえる際の捕まえ方等を教えた。 
・ 教えた通りに一生懸命生物を捕まえる姿が印象的だっ

た。 

備 考 岐阜県自然工法管理士（１人参加）

記入者 所属：河川砂防係 氏名：加納 豊史 電話番号（内線） （ ）
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様式① （多治見土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 多治見市立共栄小学校 担当教員名 高木先生 対象学年・人数 ３年生７２名

実 施 日 ６月２６日 火 実施場所 高田川

テ ー マ

「河川環境を学ぶ」

川の現状や川とのふれあい方を学ぶ。

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関 多治見市土岐川観察館

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：川の水質を知る

水生生物がどんな場所にいるのか、川の形状はどうなって

いるのか、どんな場所が危険なのかを実際に体験しながら川

の大切さを学んだ。

川で採取した水の水質（pH、透視度、COD）を検査し、

同場所で採取した水生生物の種類の両方から、川がどの程

度きれいなのかを学び発表した。

学習内容③：川の生態を学ぶ 学習内容④：川の危険性について

川で採取した水生生物を種類ごとに分け、個々の生物の名

称や特徴を調べ、身近な川にどんな生き物がどれくらいどう

やって生息しているかを学んだ。

降雨による増水、川の形状による急な深さや流れの変化

等川に潜む危険、また治水の必要性について学んだ。

【学習結果と考察】

・ pH    6.5 ・透視度 94.0cm 
・ COD  10 
・ 採取した水生生物  

カワムツ、オイカワ、カワヨシノボリ、ミナミヌマエビ、

スジエビ、コオニヤンマ、ハグロトンボ、ドジョウ、 
ホトケドジョウ、サワガニ、アメリカザリガニ 

・ 清流を好むといわれるドジョウ、ホトケドジョウ、サワ

ガニなどの生息が確認され、希少生物の住みやすい水質

が保たれていると考えられる。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 河床がコンクリートになっている部分があり、滑りや

すいので注意するように呼びかけを行った 
・ 川は雨が降ると急に増水することがあるため、雨が降

った時や降りそうなときは、川に近づかないように説

明した。 
・ 夢中で水生生物を捕まえており、楽しみながら学習す

ることができた。 

備 考 岐阜県自然工法管理士（１人参加）

記入者 所属：河川砂防係 氏名：加納 豊史 電話番号（内線） （ ）
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様式① （多治見土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 多治見市立養正小学校 担当教員名 小西先生 対象学年・人数 ５年生６０名

実 施 日 ６月２６日 火 実施場所 土岐川

テ ー マ

「河川環境を学ぶ」

川の現状や川とのふれあい方を学ぶ。

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関 多治見市土岐川観察館

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：川の水質を知る

水生生物がどんな場所にいるのか、川の形状はどうなって

いるのか、どんな場所が危険なのかを実際に体験しながら川

の大切さを学んだ。

川で採取した水の水質（pH、透視度、COD）を検査し、

同場所で採取した水生生物の種類の両方から、川がどの程

度きれいなのかを学び発表した。

学習内容③：川の生態を学ぶ 学習内容④：川の危険性について

川で採取した水生生物を種類ごとに分け、個々の生物の名

称や特徴を調べ、身近な川にどんな生き物がどれくらいどう

やって生息しているかを学んだ。

降雨による増水、川の形状による急な深さや流れの変化

等川に潜む危険、また治水の必要性について学んだ。

【学習結果と考察】

・ 水温 25℃ pH 7.5 透視度 90cm   
・ 採取した水生生物 11 種類 

カワムツ、カワヨシノボリ、アカザ、カマツカ、ナマズ

フナ、ミナミヌマエビ、モクズガニ 
・ 土岐川本流での限られた時間での学習であったが、上記

のとおり、在来種が多く、外来種は確認されなかったこ

とは、まだ、外来種の生息が少ないということか。  
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 子供たちに魚の捕まえ方をアドバイスでき、嬉々とし

て総合学習に取り組んでおり、川に対して興味や好奇

心をもってもらえたと思う。 
・ 流速が早いところや水深が深いところがあり、足がす

くわれて転倒しないように気を付けた。 

備 考 岐阜県自然工法管理士（１人参加）

記入者 所属：河川砂防係 氏名：加納 豊史 電話番号（内線） （ ）
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様式① （多治見土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 多治見市立南姫小学校 担当教員名 伊藤先生 対象学年・人数 ４年生３０名

実 施 日 １０月 ３日 水 実施場所 姫川

テ ー マ

「河川環境を学ぶ」

川の現状や川とのふれあい方を学ぶ。

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関 多治見市土岐川観察館

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：川の水質を知る

水生生物がどんな場所にいるのか、川の形状はどうなって

いるのか、どんな場所が危険なのかを実際に体験しながら川

の大切さを学んだ。

川で採取した水の水質（pH、透視度、COD）を検査し、

同場所で採取した水生生物の種類の両方から、川がどの程

度きれいなのかを学び発表した。

学習内容③：川の生態を学ぶ 学習内容④：川の危険性について

川で採取した水生生物を種類ごとに分け、個々の生物の名

称や特徴を調べ、身近な川にどんな生き物がどれくらいどう

やって生息しているかを学んだ。

降雨による増水、川の形状による急な深さや流れの変化

等川に潜む危険、また治水の必要性について学んだ。

【学習結果と考察】

・ pH    6.5 ・透視度 70cm 
・ COD  7.0 
・ 採取した水生生物  

カワムツ、タモロコ、ドジョウ、ニシシマドジョウ、カ

ワヨシノボリ、モツゴ、アメリカザリガニ、ウシガエル、 
・ 姫川もウシガエル等の外来種が確認されたが、有識者よ

り駆除の必要性の説明を受け、本来の生態系が脅かされ

ているようであった。 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 河床がコンクリートになっている部分があり、滑りや

すいので注意するように呼びかけを行った 
・ 川は雨が降ると急に増水することがあるため、雨が降

った時や降りそうなときは、川に近づかないように説

明した。 
・ 意欲的に川で生物を捕まえる姿が見てとれ、川に対す

る興味を持ってもらえてように思う。 

備 考 岐阜県自然工法管理士（１人参加）

記入者 所属：河川砂防係 氏名：加納 豊史 電話番号（内線） （ ）
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様式① （多治見土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 多治見市立精華小学校 担当教員名 後藤先生 対象学年・人数 ５年生１２６名

実 施 日 １０月５日 金 実施場所 大原川

テ ー マ

「河川環境を学ぶ」

川の現状や川とのふれあい方を学ぶ。

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関 多治見市土岐川観察館

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：川の水質を知る

水生生物がどんな場所にいるのか、川の形状はどうなって

いるのか、どんな場所が危険なのかを実際に体験しながら川

の大切さを学んだ。

川で採取した水の水質（pH、透視度、COD）を検査し、

同場所で採取した水生生物の種類の両方から、川がどの程

度きれいなのかを学び発表した。

学習内容③：川の生態を学ぶ 学習内容④：川の危険性について

川で採取した水生生物を種類ごとに分け、個々の生物の名

称や特徴を調べ、身近な川にどんな生き物がどれくらいどう

やって生息しているかを学んだ。

降雨による増水、川の形状による急な深さや流れの変化

等川に潜む危険、また治水の必要性について学んだ。

【学習結果と考察】

・ pH 7.0 ・透視度 100cm 以上 
・ 採取した水生生物  

オイカワ、カワムツ、アブラハヤ、ギンブナ、ニゴイ、

カマツカ、アカザ、ナマズ、ブルーギル、ウシガエル、

アメリカザリガニ 
・ 昨年の学習時には採取されなかったブルーギルが、今回

は４匹採取されたということで、外来生物が住みついて

おり心配である。 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 子供たちが水深の深いや流速の早い所に行かないよう

に誘導した。 
・ 河川工事は、人の財産や命を守るために必要であると

いうことを、実際の洪水時の写真等を見せながら説明

した。 
・ 子供たちも真剣に話を聞いており、理解してくれたと

思う。 
 

備 考 岐阜県自然工法管理士（１人参加）

記入者 所属：河川砂防係 氏名：加納 豊史 電話番号（内線） （ ）
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様式① （多治見土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 多治見市立池田小学校 担当教員名 小山先生 対象学年・人数 ４年生６４名

実 施 日 １０月１２日 金 実施場所 大原川

テ ー マ

「河川環境を学ぶ」

川の現状や川とのふれあい方を学ぶ。

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関 多治見市土岐川観察館

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：川の水質を知る

水生生物がどんな場所にいるのか、川の形状はどうなって

いるのか、どんな場所が危険なのかを実際に体験しながら川

の大切さを学んだ。

川で採取した水の水質（pH、透視度、COD）を検査し、

同場所で採取した水生生物の種類の両方から、川がどの程

度きれいなのかを学び発表した。

学習内容③：川の生態を学ぶ 学習内容④：川の危険性について

川で採取した水生生物を種類ごとに分け、個々の生物の名

称や特徴を調べ、身近な川にどんな生き物がどれくらいどう

やって生息しているかを学んだ。

降雨による増水、川の形状による急な深さや流れの変化

等川に潜む危険、また治水の必要性について学んだ。

【学習結果と考察】

・ pH 6.5 ・透視度 100cm 以上   
・ 採取した水生生物  

オイカワ、カワムツ、カワヨシノボリ、アブラハヤ、ギ

ンブナ、ニゴイ、カマツカ、アカザ、ナマズ、ブルーギ

ル、ウシガエル、アメリカザリガニ 
・ 昨年の学習時には採取されなかったブルーギルが、今回

は 5 匹採取されたということで、外来生物が住みついて

おり心配である。 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 子供たちが水深の深いや流速の早い所に行かないよう

に誘導した。 
・ 河川工事は、人の財産や命を守るために必要であると

いうことを、実際の洪水時の写真等を見せながら説明

した。 
・ 子供たちも真剣に話を聞いており、理解してくれたと

思う。 
 

備 考 岐阜県自然工法管理士（１人参加）

記入者 所属：河川砂防担当 氏名：加納 豊史 電話番号（内線） （ ）
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様式① （恵那土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 恵那市立岩邑小学校 担当教員名 髙橋先生 対象学年・人数 ４年生４７名

実 施 日 ４月２６日（木）、６月２８日（木） 実施場所 岩村川（岩村橋付近）

テ ー マ

「ダム、河川環境を学ぶ」

ダム及び現在の河川環境を学ぶ

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関

学習内容①： 岩村ダムの役割について学ぶ 学習内容②：ダム本体の見学

ダムの模型を用いて実験を行い、岩村ダムがどのような仕

組みで皆の町を守っているかを学んだ。

ダムの堤体や内部に入り、どのような構造となっている

かを知ることができた。

学習内容③：岩村川の生態を学ぶ 学習内容④：川の安全な楽しみ方を学ぶ

実際に川に入り採取した生物を種類別に分け、指標生物の

載った下敷き等を使い、岩村川がどのような川であるかを班

ごとでまとめて意見を発表した。

川の中に入ることで、川の危険な場所や安全に遊ぶ方法

について説明してもらい、学ぶことができた。

【学習結果と考察】

・ 確認できたのは、ヨシノボリ、ヤゴ、カワニナなど。 
・ ややきれいな川に住む生き物が多く、岩村川はややきれ

いな川という結果になった。 
・ 去年と同様にややきれいな川であり、きれいな川が保た

れていることが分かった。 
 
 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ ダムの模型を使うことで、視覚的にわかりやすくダム

の仕組みを理解してもらえたと感じた。 
・ 岩村川では、川とのふれあい方、安全に遊ぶ方法や環

境について学んでもらえた。 
 

備 考 岐阜県自然工法管理士（１名参加）

記入者 所属：河川係 氏名：田中 伸幸 電話番号（内線） （ ）
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様式① （恵那土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 恵那市立大井小学校 担当教員名 富田先生 対象学年・人数 ４年生５９名

実 施 日 ６月２５日（月）、６月２６日（火） 実施場所 横町川（大井小学校付近）

テ ー マ

「河川環境を学ぶ」

現在の河川環境を学ぶ

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関

学習内容①： 横町川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：カワゲラウォッチング

水生生物がどこにいて、どのように捕まえて、どんなとこ

ろが危険なのかを学んだ。

楽しみながら活動を行い、いろいろな生物を採取するこ

とができた。

学習内容③：横町川の生態を学ぶ 学習内容④：川の安全な楽しみ方を学ぶ

実際に川に入り採取した生物を種類別に分け、指標生物の

載った下敷き等を使い、横町川がどのような川であるかを班

ごとでまとめて意見を発表した。

川の中に入ることで、川の危険な場所や安全に遊ぶ方法

について説明してもらい、学ぶことができた。

【学習結果と考察】

・ 確認できたのは、ヨシノボリ、ヤゴなど。 
・ ややきれいな川に住む生き物が多く、横町川はややきれ

いな川という結果になった。 
・ 去年と同様にややきれいな川であり、きれいな川が保た

れていることが分かった。 
 
 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 職員や先生と楽しく生物採取を行っていた。 
・ 上流に深い場所があり、川には危ない場所があると学

んでもらえたと感じた。 
・ 横町川には様々な生物がいて、環境について興味を持

ってもらえたと感じた。 

備 考 岐阜県自然工法管理士（１名参加）

記入者 所属：河川係 氏名：田中 伸幸 電話番号（内線） （ ）
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様式① （恵那土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 恵那市立大井第二小学校 担当教員名 岩島先生 対象学年・人数 ４年生６５名

実 施 日 ６月２７日（水）、７月１７日（火） 実施場所 濁川（筋違橋付近）

テ ー マ

「河川環境を学ぶ」

現在の河川環境を学ぶ

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関

学習内容①： 濁川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：カワゲラウォッチング

水生生物がどこにいて、どのように捕まえて、どんなとこ

ろが危険なのかを学んだ。

職員や先生とともに楽しみながら活動を行い、いろいろ

な生物を採取することができた。

学習内容③：濁川の生態を学ぶ 学習内容④：川の安全な楽しみ方を学ぶ

採取した生物を種類別に分け、濁川がどのような川である

かを班ごとでまとめて意見を発表した。ホタルの幼虫のよう

な珍しい生物も見つかった。

川の中に入ることで、川の危険な場所や安全に遊ぶ方法

について説明してもらい、学ぶことができた。

【学習結果と考察】

・ 確認できたのは、ヨシノボリ、ヤゴ、カワニナなど。 
・ ややきれいな川に住む生き物が多く、濁川はややきれい

な川という結果になった。 
・ ホタルの幼虫のような珍しい生物を見つけることがで

きた。 
 
 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 職員や先生と楽しく生物採取を行っていた。 
・ 濁川には様々な生物がいて、環境について興味を持っ

てもらえたと感じた。 
・ 滑りやすい危険な場所があり、川で遊ぶ際に注意する

必要性を感じてもらえたと思う。 

備 考 岐阜県自然工法管理士（１名参加）

記入者 所属：河川係 氏名：田中 伸幸 電話番号（内線） （ ）
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様式① （恵那土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 恵那市立中野方小学校 担当教員名 水野先生 対象学年・人数 ４年生１０名

実 施 日 ９月１１日（火） 実施場所 中野方ダム

テ ー マ 「中野方ダムを学ぶ」

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関

学習内容①： 中野方ダムについて学ぶ 学習内容②：中野方ダム内部を見学

ダムの模型を用いた実験を行い、どのような仕組みで皆の

町を守っているかを学んだ。

ダム内部に入り、ダムの大きさを知り、どのような構造

になっているかを学んだ。

学習内容③：川とのふれあい方を学ぶ 学習内容④：中野方ダムが部を見学

ダムによって川や町の安全が保たれていることを知り、最

後に川で遊ぶ際の注意点などを学んだ。

ダムを外部から見学し、その大きさを実感することがで

きた。

【学習結果と考察】

・ 中野方ダムの役割について、模型による実験を行うこと

でより分かりやすく学んでもらえた。 
・ 普段は入ることのできない堤体や事務所に入り、構造や

仕組みを学んでもらい、貴重な体験をしてもらえたと思

う。 
 
 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ ダムの役割について説明し、どのように町を守ってい

るかを学んでもらえたと感じた。 
・ ダムの中に入るという貴重な体験をして喜んでもらえ

たと感じた。 

備 考 岐阜県自然工法管理士（１名参加）

記入者 所属：河川係 氏名：田中 伸幸 電話番号（内線） （ ）
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様式① （下呂土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 下呂市立宮田小学校 担当教員名 川上先生 対象学年・人数 ３年生１０名

実 施 日 ６月１５日（金） 実施場所 山之口川（中霧橋下流）

テ ー マ

「河川環境を学ぶ」

山之口川の現状や川とのふれあい方

を学ぶ。

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関 下呂市役所環境課

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：山之口川の生態を学ぶ

山之口川に実際に入って、水生生物の採取を行うことで、

川での歩き方を身につけるとともに、どんな場所に生物が生

息しているかを学ぶことができた。

採取した水生生物を種類ごと分け、様々な生物の名称を

知るとともに、山之口川に、どんな生き物がどれくらい生

息しているかを体感することができた。

学習内容③：山之口川の水質を知る 学習内容④：川の危険性について

山之口川で採水した水生生成物を基に、結果発表した。 川は楽しいところであるが、子どもだけではいかない、

必ず大人と一緒に行くことをお願いした。

【学習結果と考察】

・ 採水した水生生成物を基に、きれいな水である事が判っ

た。 
 
 
 
 
 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 子ども達は川の中で生き生きしていた。 
・ 子ども達の川への興味・関心が高まった。 
 

備 考 子ども達から感想文をいただきました。【巻末資料７８頁掲載】

記入者 所属：河川砂防係 氏名：足立裕一 電話番号（内線） （ ）
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様式① （下呂土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 下呂市立菅田小学校 担当教員名 熊原先生 対象学年・人数 ３・４年生１５名

実 施 日 ６月２２日（金） 実施場所 菅田川（平瀬橋下流）

テ ー マ

「河川環境を学ぶ」

菅田川の現状や川とのふれあい方を

学ぶ。

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関 下呂市役所環境課

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：菅田川の生態を学ぶ

菅田川に実際に入って、水生生物の採取を行うことで、川

での歩き方を身につけるとともに、どんな場所に生物が生息

しているかを学ぶことができた。

採取した水生生物を種類ごと分け、様々な生物の名称を

知るとともに、菅田川に、どんな生き物がどれくらい生息

しているかを体感することができた。

学習内容③：菅田川の水質を知る 学習内容④：川の危険性について

菅田川で採水した水生生成物を基に、結果発表した。 川は楽しいところであるが、子どもだけではいかない、

必ず大人と一緒に行くことをお願いした。

【学習結果と考察】

・ 採水した水生生成物を基に、きれいな水である事が判っ

た。 
 
 
 
 
 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 子ども達は川の中で生き生きしていた。 
・ 子ども達の川への興味・関心が高まった。 
 

備 考 子ども達が学習発表会を行いました。【巻末資料７９～８０頁掲載】

記入者 所属：河川砂防係 氏名：足立裕一 電話番号（内線） （ ）
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様式① （高山土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 高山市立南小学校 担当教員名 榎先生 対象学年・人数 ５年生６８名

実 施 日 ７月１８日（水） 実施場所 苔川（岡本橋上下流）

テ ー マ

カワゲラウォッチング

川の安全利用講習

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関 飛騨県事務所（環境課）

学習内容①： カワゲラウォッチング① 学習内容②：カワゲラウォッチング②

苔川に棲む水生生物を採取し、川には多種多様な生物が棲

んでいることを確認した。

日陰や日向等、同じ川の中でも違う生物が棲んでいるこ

とを確認した。

学習内容③：指標生物から川の清濁を知る 学習内容④：川の安全利用講習

採取した水生生物を分別し、指標を用いて宮川の水質を調

べた。

豪雨災害の事例を知り、水難事故に合わないための基本

的な知識を得た。

【学習結果と考察】

・ 採取された生物やパックテストを通じて宮川の下流域

についての水質を確認した。 
・ 洪水時の川の危険な部分を知り、川で遊ぶ時の注意点を

学習することができた。 
 
 
 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ カワゲラウォッチングを通して川で遊ぶことの楽しさ

を知る一方で、川の危険な部分の学習もした。川に対

する興味を失わないでほしい。 
・ ヒルが多く発見され、綺麗だと思っていた苔川が意外

と汚れていることが判明した。今後、生活していくう

えで、川のことも頭において生活してもらえると思う。 

備 考 岐阜県自然工法管理士（１人参加）

記入者 所属：河川砂防係 氏名：坂東 照仁 電話番号（内線） （ ）
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様式① （高山土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 高山市役所 担当教員名 対象学年・人数 小年生６０名

実 施 日 ７月２４日（火） 実施場所 宮川・苔川

テ ー マ

カワゲラウォッチング

川の安全利用講習

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関
飛騨県事務所（環境課）

高山市環境政策部生活環境課

学習内容①： カワゲラウォッチング 学習内容②：水生生物の調査

宮川・苔川に分かれ、各流域における水生生物の採取を行

った。

採取した水生生物を持ち帰り、流域ごとに採取された生

物の名前を確認し、集計作業を行った。

学習内容③：結果発表 学習内容④：川の安全利用講習

流域ごとに集計したものにより、水質を調べた。どんな生

物がどんな水質に生息しているのか学習した。

豪雨災害の事例を知り、水難事故に合わないための基本

的な知識を得た。

【学習結果と考察】

・ 流域ごとの調査をおこなうことでどんな場所にどんな

生物が生息しているのか学んだ。 
・ 流域ごとの水質を確認することで、人間の生活が付近の

環境に負荷をかけていることを学んだ。 
 
 
 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ カワゲラウォッチングを通して川で遊ぶことの楽しさ

を知る一方で、川の危険な部分の学習もした。川に対

する興味を失わないでほしい。 
・ 川の綺麗さは流域によって様々であるが、平均すると

比較的綺麗であることが判明した。生徒たちにはこれ

からも水質の維持向上を心掛けて生活してほしい。 

備 考 岐阜県自然工法管理士（１人参加）

記入者 所属：河川砂防係 氏名：坂東 照仁 電話番号（内線） （ ）
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様式① （古川土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 飛騨市立神岡小学校 担当教員名 都竹先生 対象学年・人数 ４年生６０名

実 施 日 ６月２６日（火） 実施場所 高原川（西里橋下流）

テ ー マ

「河川環境を学ぶ」

高原川の現状や川とのふれあい方を

学ぶ

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関 飛騨県事務所環境課

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：高原川の生態を学ぶ

カワゲラウォッチングを実施し、高原川に住む生物の採取

を行った。川の中には様々な生物が生息していることを学ん

だ。

グループに分かれて、高原川で採取した水生生物の種類

を判別し、集計を行った。集計結果を各グループで発表し

た。

学習内容③：高原川の水質を知る 学習内容④：川の危険性について

採取した水生生物がどのような水質で生息しているのか

を学んだ。グループの発表結果より、高原川がどのような河

川なのか考えた。

川には危険な側面もあるため、川に入る際には子供だけ

ではなく大人と一緒に入るなど、安全面に気を付ける必要

があることを学んだ。

【学習結果と考察】

・ カワゲラウォッチングの結果、きれいな水に生息するカ

ワゲラ、カゲロウ類が多く採取された。例年通りの結果

となっており、高原川の水質が良好な状態で保たれてい

ることが確認できた。 
 
 
 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 天候に恵まれ、児童達は楽しみながらカワゲラウォッ

チングを行うことができた。 
・ 高原川の良好な水質を示す、カワゲラやカゲロウを児

童達が実際に採取できたことにより、環境に対して関

心をもってもらうことができた。 
・ 河川の危険性について注意喚起を行い、河川に入る際

の注意事項等を認識してもらうことができた。 

備 考 ６月２７日（水）岐阜新聞（飛騨版）に総合学習の記事が掲載された。【巻末資料８２頁掲載】

記入者 所属：河川砂防係 氏名：小林 和馬 電話番号（内線） （ ）
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様式① （古川土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 飛騨市立山之村小学校 担当教員名 松久先生 対象学年・人数 ４・６年生６名

実 施 日 ７月１３日（金） 実施場所 森茂谷（森茂橋上流）

テ ー マ

「河川環境を学ぶ」

森茂谷の現状や川とのふれあい方を

学ぶ

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関 飛騨県事務所環境課

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：森茂谷の生態を学ぶ

カワゲラウォッチングを実施し、森茂谷に住む生物の採取

を行った。川の中には様々な生物が生息していることを学ん

だ。

森茂谷で採取した水生生物の種類を判別し、集計をい結

果を発表した。

学習内容③：森茂谷の水質を知る 学習内容④：

採取した水生生物がどのような水質で生息しているのか

を学んだ。また、飲料水と川の水との違いについて水質実験

を用いて学んだ。

【学習結果と考察】

・ 飲料水と河川の水との違いについて、児童の前で水質実

験を用いて説明したことにより、飲料水を河川に流すこ

との影響を学ぶことができた。 
 
 
 
 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ ７月豪雨災害後のカワゲラウォッチングの実施であっ

たが、児童達が実際にカワゲラを採取することができ、

森茂谷の水質が良好であることが確認できた。 

備 考

記入者 所属：河川砂防係 氏名：小林 和馬 電話番号（内線） （ ）
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様式① （古川土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 飛騨市立古川西小学校 担当教員名 古里先生 対象学年・人数 ４年生５７名

実 施 日 ７月１３日（金） 実施場所 宮川（新鮎之瀬橋下流）

テ ー マ

「河川環境を学ぶ」

宮川の現状や川とのふれあい方を学

ぶ

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関 飛騨県事務所環境課

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：宮川の生態を学ぶ

カワゲラウォッチングを実施し、宮川に住む生物の採取を

行った。川の中には様々な生物が生息していることを学ん

だ。

グループに分かれて、宮川で採取した水生生物の種類を

判別し、集計を行った。集計結果を各グループで発表を行

った。

学習内容③：宮川の水質を知る 学習内容④：川の危険性について

採取した水生生物がどのような水質で生息しているのか

を学んだ。グループの発表結果より、宮川がどのような河川

なのか考えた。

川には危険な側面もあるため、川に入る際には子供だけ

ではなく大人と一緒に入るなど、安全面に気を付ける必要

があることを学んだ。

【学習結果と考察】

・ 宮川の水位が少し高い状況でのカワゲラウォッチング

であったが、水生生物を多く採取することができてい

た。 
・ カワゲラやカゲロウが少なく、ヘビトンボやトビゲラ

類の採取量が多かった。 
・ 水質は、ややきれいな水に分類されることが確認でき

た。 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 児童達にカワゲラウォッチングを通して河川に親しん

でもらい、宮川の水質について知る良い機会となった。 
・ 河川の安全利用講習を行い、河川の危険な側面につい

て説明することで、児童達に適切な河川利用について

認識してもらうことができた。 

備 考 子ども達から感想の手紙をいただきました。【巻末資料８１頁掲載】

記入者 所属：河川砂防係 氏名：小林 和馬 電話番号（内線） （ ）
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様式① （古川土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 飛騨市立宮川小学校 担当教員名 倉坪先生 対象学年・人数 ３・４年生４名

実 施 日 ７月１７日（火） 実施場所 宮川（平和橋上流）

テ ー マ

「河川環境を学ぶ」

宮川の現状や川とのふれあい方を学

ぶ

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関 飛騨県事務所環境課

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：宮川の生態を学ぶ

カワゲラウォッチングを実施し、宮川に住む生物の採取を

行った。川の中には様々な生物が生息していることを学ん

だ。

宮川で採取した水生生物の種類を判別し、集計結果を発

表を行った。

学習内容③：川の危険性について 学習内容④：

川には危険な側面もあるため、川に入る際には子供だけで

はなく大人と一緒に入るなど、安全面に気を付ける必要があ

ることを学んだ。

【学習結果と考察】

・ ７月豪雨の影響かカワゲラやカゲロウを含む水生生物

の全体的な採取量が少なく、多くのカワゲラやカゲロウ

を採取できた前年度とは、異なる結果となった。 
 
 
 
 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 今年度は、残念ながら前年と比較して水生生物の採取

量が少なかったが、児童達は楽しんでカワゲラウォッ

チングを実施することができていた。 
・ 河川の危険性について児童達に注意喚起を行い、適切

な河川利用を認識してもらった。 

備 考

記入者 所属：河川砂防係 氏名：小林 和馬 電話番号（内線） （ ）
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様式① （古川土木事務所 河川砂防課）

支援学校名 飛騨市立古川西小学校 担当教員名 川上先生 対象学年・人数 ５年生５１名

実 施 日 １１月１日（木） 実施場所 古川西小学校（宮川）

テ ー マ

「伝統的防災マップを利用した地域防災教育」

伝統的防災施設 霞堤・輪中堤 について学び、

地域防災について理解を深める。

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関

学習内容①：伝統的防災施設の学習 学習内容②：霞堤開口部の見学

伝統的防災施設である、霞堤・輪中堤の仕組みや働きを学

習した。また、過去に発生した水害についての説明を行った。

堤防の上を歩いて宮川の霞堤開口部まで行き、身近な伝

統的防災施設があることで、地域が守られていることを認

識してもらった。

学習内容③：霞堤の模型を用いて実験 学習内容④：学習内容の発表

霞堤の仕組みを実感してもらうために、模型を用いて実験

を行った。住宅街に河川の水が到達するまでの時間を計測

し、霞堤の効果を確認した。

伝統的防災施設の講義、現地での確認、実験等で学んだ

ことから、分かったことや感じたことについて児童達の発

表を行った。

【学習結果と考察】

・ 伝統的防災施設の霞堤が身近にあることを認識しても

らうために、実際に小学校から霞堤の開口部まで歩き、

確認することで、より霞堤について考えてもらうことが

できた。 
 
 
 
 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 霞堤の模型を用いた実験を行い、霞堤の有り無しでど

のような影響が発生するのか、実験を通じて楽しみな

がら児童達の霞堤に対する関心を深めることができ

た。 
・ 児童からの感想文をいただき、実際に霞堤開口部まで

移動して説明を行ったことや、模型の実験を通じて伝

統的防災施設への理解が深まったことが確認できた。 

備 考

記入者 所属：河川砂防係 氏名：小林 和馬 電話番号（内線） （ ）
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様式① （県庁 河川課）

支援学校名 － 担当教員名 － 対象学年・人数 年長～６年生３３名

実 施 日 ８月２０日（月） 実施場所 河川環境楽園 自然発見館

テ ー マ

清流の国ぎふ水環境イベント

清流の国ぎふの“川遊び名人”になろ

う！

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関 河川環境楽園 自然発見館

学習内容①：洪水と治水を学ぼう（模型実験） 学習内容②：

霞堤模型を使って洪水から街を守る仕組みを学びます。 防災カードゲームを使って、洪水時の注意点や身を守る

方法を学びます。

学習内容③：川で安全に遊ぶためのルールを学ぼう 学習内容④：水生生物を探して、川の環境を学ぼう

川で遊ぶ際の注意事項や、ライフジャケットの着用方法を

学びます。

北派川の生き物調査を行い、川の生き物やその生息環境

を学びます。

【学習結果と考察】

・ 洪水・防災のことを学ぶいい機会になった。 
・ 参加者からは「川遊びの注意事項を知ることができた」、

「川にはたくさんの種類の魚がいた」、「堤防の役割がわ

かった」との感想をいただいた。

 
 
 
 

【河川課担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 子ども達に堤防の役割や防災の重要性を理解してもら

えるよう、模型やカードゲームを使用した。 
・ ７月豪雨直後の開催であったため、防災への関心が高

く、保護者にとっても有意義なイベントにできた。

・ 川とふれあう機会が減少するなかで、川で安全に遊ぶ

ことの楽しさを伝えることができた。 

備 考 年長１名、１年生９名、２年生８名、３年生３名

４年生４名、５年生３名、６年生５名

記入者 所属：企画環境係 氏名：中内 惇夫 電話番号（内線） （ ）
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様式① （県庁 砂防課）

支援学校名 － 担当教員名 － 対象学年・人数
子ども２１名

保護者１５名

実 施 日 １１月１１日 日 実施場所
海津市内

（木曽三川公園、さぼう遊学館）

テ ー マ

「砂防を学ぶ」

土砂災害について知ってもらい、土砂災害か

ら身を守る方法を学んでもらう。

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発

連携機関 岐阜県砂防協会

学習内容①： 養老山地の説明 学習内容②：砂防堰堤の見学

木曽三川公園の展望タワーから養老山地の説明を受け、扇

状地など地形の特徴について学ぶことができた。

羽根谷砂防堰堤を見学し、土石流や堰堤の役割を認識

し、土砂災害の危険性を学ぶことができた。

学習内容③：講師による土砂災害に関する説明 学習内容④：模型等による土石流のしくみを体験

ハザードマップや土砂災害警戒区域について説明を受け、

土砂災害から身を守るための方法を学習した。

模型を用いて、土石流の仕組みや砂防堰堤の効果を体験

した。

【学習結果と考察】

・ 土砂災害の危険性について学び、砂防堰堤の必要性を知

ることができた。 
・ 普段は立ち入らないような場所から施設を間近に見学

し、その構造や効果について身を持って学習した。 
 
 

【砂防課担当者の所感（当事業の成果等）】

・ 普段は余りなじみのない土砂災害について、興味をも

ってもらうことができた。 
・ 模型実験により砂防堰堤の重要性を感じていた。 
・ 土砂災害に対して、日頃から備えておくべきことを理

解してもらうことができた。 

備 考 参加者内訳（保護者 １５名、子ども ２１名）

記入者 所属：企画係 氏名：平林 悠 電話番号（内線） （ ）
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巻末資料（様式②） （ 大垣土木事務所 河川砂防課 ） 

支援学校名 垂井町立垂井小学校 （ １ ／ １ ） 関連ページ １０ページ

【児童からの手紙】

記入者 所属：河川第一係 氏名：原 美幸 電話番号（内線） （ ）
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巻末資料（様式②） （ 美濃土木事務所 河川砂防課 ） 

支援学校名 美濃市立中有知小学校 （ １ ／ １ ） 関連ページ １９ページ

【新聞記事】

記入者 所属：河川係 氏名：上野 公彦 電話番号（内線） （ ）

 

平成３０年５月３０日（水）中日新聞 中濃版 
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巻末資料（様式②） （ 郡上土木事務所 河川砂防課 ） 

支援学校名 郡上市立吉田小学校 （ １ ／ ２ ） 関連ページ ２６ページ

【新聞記事】

記入者 所属：河川係 氏名：藤原 雅司 電話番号（内線） （ ）

 

平成３０年５月２６日(土)
中日新聞 中濃版 

平成３０年５月２７日(日)
岐阜新聞 中濃版 
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巻末資料（様式②） （ 郡上土木事務所 河川砂防課 ） 

支援学校名 郡上市立吉田小学校 （ ２ ／ ２ ） 関連ページ ２６ページ

【児童からの手紙】

記入者 所属：河川係 氏名：藤原 雅司 電話番号（内線） （ ）
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巻末資料（様式②） （ 郡上土木事務所 河川砂防課 ） 

支援学校名 郡上市立牛道小学校 （ １ ／ １ ） 関連ページ ２７ページ

【児童からの手紙】

記入者 所属：河川係 氏名：藤原 雅司 電話番号（内線） （ ）
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巻末資料（様式②） （ 郡上土木事務所 河川砂防課 ） 

支援学校名 郡上市立大中小学校 （ １ ／ １ ） 関連ページ ２８ページ

【新聞記事】

記入者 所属：河川係 氏名：藤原 雅司 電話番号（内線） （ ）

 

平成３０年６月１６日(土)
中日新聞 中濃版 
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巻末資料（様式②） （ 郡上土木事務所 河川砂防課 ） 

支援学校名 郡上市立大和北小学校 （ １ ／ ２ ） 関連ページ ２９ページ

【児童からの手紙】

記入者 所属：河川係 氏名：藤原 雅司 電話番号（内線） （ ）
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巻末資料（様式②） （ 郡上土木事務所 河川砂防課 ） 

支援学校名 郡上市立大和北小学校 （ ２ ／ ２ ） 関連ページ ２９ページ

【児童からの手紙】

記入者 所属：河川係 氏名：藤原 雅司 電話番号（内線） （ ）
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巻末資料（様式②） （ 郡上土木事務所 河川砂防課 ） 

支援学校名 郡上市立明宝小学校 （ １ ／ １ ） 関連ページ ３１ページ

【児童からの手紙】

記入者 所属：砂防係 氏名：伊藤 達也 電話番号（内線） （ ）
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巻末資料（様式②） （ 可茂土木事務所 河川砂防課 ） 

支援学校名 可児市立広見小学校 （ １ ／ １ ） 関連ページ ３３ページ

【新聞記事】

記入者 所属：河川砂防係 氏名：天野 裕行 電話番号（内線） （ ）

 

平成３０年６月１２日（火） 岐阜新聞（中濃版） 
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巻末資料（様式②） （ 可茂土木事務所 河川砂防課 ） 

支援学校名 八百津町立和知小学校 （ １ ／ １ ） 関連ページ ３４ページ

【新聞記事】

記入者 所属：河川砂防係 氏名：天野 裕行 電話番号（内線） （ ）

 

平成３０年６月２８日（木） 岐阜新聞（中濃版） 
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巻末資料（様式②） （ 可茂土木事務所 河川砂防課 ） 

支援学校名 七宗町立上麻生小学校 （ １ ／ １ ） 関連ページ ３６ページ

【児童からの手紙】

記入者 所属：河川砂防係 氏名：天野 裕行 電話番号（内線） （ ）
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巻末資料（様式②） （ 下呂土木事務所 河川砂防課 ） 

支援学校名 下呂市立宮田小学校 （ １ ／ １ ） 関連ページ ５５ページ

【感想文】

ワゲラウォッチング児童の感想～日記より～ 

 

○カワゲラウォッチングでは、川の生き物をつかまえてみたり、さわったりして楽しか

ったです。 

 

○山之口の川がとてもきれいだとわかりました。この川がそのままの姿で続くようにし

たいです。 

 

○私が一番心に残ったのは、カワゲラウォッチングです。 

理由が二つあります。１つ目は大きな魚がつれたからです。２つ目は生き物とふれ

あえたからです。これは、自然を学べたし、とても楽しかったです。 

最初はカワゲラの写真を見てやりたくないなあと思ったけど、やってるうちにどんど

ん夢中になりました。 

記入者 所属：河川砂防係 氏名：足立 裕一 電話番号（内線） （ ）
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巻末資料（様式②） （ 下呂土木事務所 河川砂防課 ） 

支援学校名 下呂市立菅田小学校 （ １ ／ ２ ） 関連ページ ５６ページ

【児童発表資料】

記入者 所属：河川砂防係 氏名：足立 裕一 電話番号（内線） （ ）
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巻末資料（様式②） （ 下呂土木事務所 河川砂防課 ） 

支援学校名 下呂市立菅田小学校 （ ２ ／ ２ ） 関連ページ ５６ページ

【児童発表資料】

記入者 所属：河川砂防係 氏名：足立 裕一 電話番号（内線） （ ）
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巻末資料（様式②） （ 古川土木事務所 河川砂防課 ） 

支援学校名 飛騨市立古川西小学校 （ １ ／ １ ） 関連ページ ６３ページ

【感想文】

記入者 所属：河川砂防係 氏名：小林 和馬 電話番号（内線） （ ）
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巻末資料（様式②） （ 古川土木事務所 河川砂防課 ） 

支援学校名 飛騨市立神岡小学校 （ １ ／ １ ） 関連ページ ５９ページ

【新聞記事】

記入者 所属：河川砂防係 氏名：小林 和馬 電話番号（内線） （ ）

 

平成３０年６月２７日（水） 岐阜新聞 飛騨地域版 
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岐阜県では、次の世代を担う子ども達に身近な川の環境を体感してもらうとともに、私

達の暮らしを守る川の役割を知ってもらうことによって、未来の地球環境や水害軽減のた

めの取り組みを考えるパートナーを育むことを目的に、川を題材とした「総合的な学習の

時間」に取り組んでいる小中学校への支援を積極的に行っています。 
平成１３年度に岐阜県内で河川や水辺を利用した自然学習を実践している代表校の先生

や関係市町村職員、有識者、河川管理者等による「川を利用した自然学習懇談会～教育関

係者と河川管理者の実務担当者懇談会～」で今後の自然学習を広める方策を検討し、平成

１４年度より小中学校への本格的な支援を開始しました。 
現在では、自然や環境だけでなく、治水、砂防、安全啓発など幅広い分野において総合

的な学習の時間の支援を行っています。 
 
 
平成１４年度 

支援人数 約 1,000 名 
支援学校・団体数 19 校 

支援回数 44 回 
８月に指導者のための河川水質調査研修会、３月に「ぎふ発子供たちによる川のフォ

ーラム２００３～これでわたしも川博士～」を開催。 
 

平成１５年度 
支援人数 約 1,110 名 

支援学校・団体数 22 校 
支援回数 48 回 

７月に県主催の河川環境メッセにおいて、子供たちの日頃の川に関する取り組みにつ

いてのパネル展示や、関連イベントとして、「川の自然観察会」を開催。 
 

平成１６年度 
支援人数 約 1,700 名 

支援学校・団体数 18 校 
支援回数 35 回 

７月に県主催の河川環境メッセにおいて、子供たちの日頃の川に関する取り組みにつ

いてのパネル展示を実施。 
 
平成１７年度 

支援人数 約 1,680 名 
支援学校・団体数 22 校 

支援回数 35 回 
７月に県主催の河川環境メッセにおいて、子供たちの日頃の川に関する取り組みにつ

いてのパネル展示や、環境学習を実施している小学校による学習発表会を実施。 

これまでの支援活動の経緯
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平成１８年度 

支援人数 約 2,050 名 
支援学校・団体数 31 校 

支援回数 39 回 
７月に県主催の河川環境メッセにおいて、子供たちの日頃の川に関する取り組みにつ

いてのパネル展示や、環境学習を実施している小学校による学習発表会を実施。 
 
平成１９年度 

支援人数 約 2,460 名 
支援学校・団体数 40 校 

支援回数 54 回 
８月～１１月に県主催の自然共生パネル展において、子供たちの日頃の川に関する取

り組みについてのパネル展示を実施。 
 
平成２０年度 

支援人数 約 2,650 名 
支援学校・団体数 39 校 

支援回数 48 回 
 
平成２１年度 

支援人数 約 2,940 名 
支援学校・団体数 46 校 

支援回数 56 回 
 
平成２２年度 

支援人数 約 2,790 名 
支援学校・団体数 44 校 

支援回数 59 回 
 
平成２３年度 

支援人数 約 3,340 名 
支援学校・団体数 53 校 

支援回数 66 回 
 
平成２４年度 

支援人数 約 3,170 名 
支援学校・団体数 45 校 

支援回数 55 回 
 
平成２５年度 

支援人数 約 4,000 名 
支援学校・団体数 61 校 

支援回数 75 回 
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平成２６年度 

支援人数 約 3,790 名 
支援学校・団体数 62 校 

支援回数 80 回 
 
平成２７年度 

支援人数 約 4,360 名 
支援学校・団体数 71 校 

支援回数 80 回 
 
平成２８年度 

支援人数 約 4,460 名 
支援学校・団体数 71 校 

支援回数 81 回 
 
平成２９年度 

支援人数 約 3,940 名 
支援学校・団体数 70 校 

支援回数 77 回 
 
平成３０年度 

支援人数 約 2,940 名 
支援学校・団体数 60 校 

支援回数 62 回 
 
 
 

（参考）平成 29 年度 支援学校・団体一覧 
瑞穂市立牛牧小学校 郡上市立牛道小学校 瑞浪市立明世小学校 
瑞穂市立本田小学校 郡上市立吉田小学校 多治見市立精華小学校 
北方町立北方小学校 郡上市立八幡小学校 瑞浪市立土岐小学校 
北方町立北方西小学校 郡上市立北濃小学校 多治見市立一之倉小学校 
岐阜市立早田小学校 郡上市立大中小学校 瑞浪市立瑞浪小学校 
北方町立北方南小学校 郡上市立大和南小学校 恵那市立岩邑小学校 
岐阜市立長森南中学校 郡上市立高鷲小学校 恵那市立大井小学校 
垂井町立東小学校 海津市立東江小学校 恵那市立大井第二小学校 
大垣市立北小学校 郡上市立明宝小学校 恵那市立中野方小学校 
垂井町立垂井小学校 郡上市立小川小学校 下呂市立馬瀬小学校 
水門川の川底学習会 郡上市立和良小学校 下呂市立尾崎小学校 
神戸町立南平野小学校 八百津町立和知小学校 下呂市立上原小学校 
養老町立上多度小学校 可児市立広見小学校 下呂市立菅田小学校 
池田町立池田小学校 七宗町立神渕小学校 下呂市立萩原小学校 
県立揖斐特別支援学校 岐阜県立東濃高等学校 下呂市立宮田小学校 
美濃市立中有知小学校 美濃加茂市立山手小学校 下呂市立小坂小学校 
関市立博愛小学校 多治見市立滝呂小学校 高山市立北小学校 
美濃市立牧谷小学校 多治見市立南姫小学校 高山市立清見小学校 
関市立安桜小学校 多治見市立昭和小学校 高山市 
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関市立武儀西小学校 土岐市立濃南小学校 飛騨市古川西小学校 
関市立洞戸小学校 多治見市立共栄小学校 飛騨市立神岡小学校 
関市立上之保小学校 土岐市立肥田小学校 飛騨市立宮川小学校 
関市立武儀東小学校 多治見市立根本小学校  
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平成３１年３月現在

所属 課、担当 所管市町村名 所在地

岐阜県

県土整備部
河川課 県下全域

〒

岐阜市薮田南

岐阜県庁内

岐阜県

県土整備部
砂防課 県下全域

〒

岐阜市薮田南

岐阜県庁内

岐阜土木事務所

河川砂防課

河川第一係

河川第二係

砂防係

岐阜市、羽島市、各務原市、

山県市、瑞穂市、本巣市、

岐南町、笠松町、北方町

〒

岐阜市薮田南

ＯＫＢふれあい会館内

大垣土木事務所

河川砂防課

河川第一係

河川第二係

砂防係

大垣市、垂井町、関ヶ原町、

神戸町、安八町、輪之内町、

海津市、養老町

〒

大垣市江崎町

西濃総合庁舎内

揖斐土木事務所
河川砂防課

河川砂防係
揖斐川町、大野町、池田町

〒

揖斐郡揖斐川町上南方

揖斐総合庁舎内

美濃土木事務所

河川砂防課

河川係

砂防係

関市、美濃市

〒

美濃市生櫛

中濃総合庁舎内

郡上土木事務所

河川砂防課

河川係

砂防係

郡上市

〒

郡上市八幡町初音

郡上総合庁舎内

可茂土木事務所
河川砂防課

河川砂防係

美濃加茂市、可児市、坂祝町、

富加町、川辺町、七宗町、

八百津町、白川町、東白川村、

御嵩町

〒

美濃加茂市古井町下古井大脇

可茂総合庁舎内

多治見土木事務所
河川砂防課

河川砂防係
多治見市、土岐市、瑞浪市

〒

多治見市上野町

東濃西部総合庁舎内

恵那土木事務所

河川砂防課

河川係

砂防係

中津川市、恵那市

〒

恵那市長島町正家後田

恵那総合庁舎内

下呂土木事務所
河川砂防課

河川砂防係
下呂市

〒

下呂市萩原町羽根

下呂総合庁舎内

高山土木事務所
河川砂防課

河川砂防係

高山市

（旧国府町、上宝村を除く）、

白川村

〒

高山市上岡本町

飛騨総合庁舎内

古川土木事務所
河川砂防課

河川砂防係

飛騨市、

高山市（旧国府町、上宝村）

〒

飛騨市古川町上野

支 援 窓 口 一 覧
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清流の国ぎふ憲章 
 ～ 豊かな森と清き水 世界に誇れる 我が清流の国 ～ 

「清流の国ぎふ」に生きる私たちは、 

知 清流がもたらした自然、歴史、伝統、文化、技を知り学びます 

創 ふるさとの宝ものを磨き活かし、新たな創造と発信に努めます 

伝 清流の恵みを新たな世代へと守り伝えます 
 

平成２６年１月３１日 「清流の国ぎふ」づくり推進県民会議   


